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開
園
以
来
五
十
年
間
に
於
け
る
我
邦
の
文
明
は
、
諮
問
の
点
面
に
於
て
燦
然
た
る
光
仰
を
放
っ
と
共
に
、
女
子
数
育
も
亦

此
期
間
に
於
て
大
に
設
遠
の
運
に
向
ひ
、

今
や
全
然
哲
来
の
回
目
を
一
新
し
た
り
。
然
れ
ど
も
物
に
恨
低
あ
り
、
校
葉
あ

り
、
葉
繁
り
花
咲
ふ
の
好
果
は
、
必
ず
や
之
を
多
年
培
養
の
効
に
川
町
せ
さ
る
可
か
ら
ず
。
方
今
女
千
教
育
の
護
展
も
、
必
ず

や
遠
き
由
来
と
、
久
し
き
素
益
と
に
由
れ
る
事
言
を
待
た
ざ
れ
ば
、

今
円
の
欣
態
を
知
ら
ん
に
は
、
先
づ
糊
り
て
此
が
源
泉

を
探
り
、
そ
が
純
由
の
泣
を
苓
ね
ざ
る
可
か
ら
ず
。

般
に
今
現
下
の
貰
況
を
述
ぶ
る
に
首
り
、
併
せ
て
此
等
純
白
の
大
概
を

も
略
設
す
べ
し
。

第

近
世
女
子
教
育
の
思
想

章

孜
邦
LLU
来
家
…胞
を
中
心
と
し
、
ょ
に
多
少
の
教
育
機
関
を
備

へ
て
、
上
下
女
流
の
教
育
は
貨
施
せ
ら
れ
た
り
と
雄、

婦
女

教
育
の
必
裂
は
、

一
般
男
子
の
そ
れ
に
比
し
て
は
、
永
く
認
定
せ
ら
れ
ざ
り
き
。
然
る
に
西
暦
第
十
七
世
紀
の
↓初
め
、
世
は

徳
川
の
・
官
数
復
活
と
な
り
て
、
諸
種
文
筆
の
起
る
と
共
に
、
既
に
林
羅
山
は
其
著
『
庖
言
抄
』
に
於
て
儒
教
主
義
の
見
地
よ

り
、
又
鈴
木
正
三
は
其
『
盲
安
杖
』
に
於
て
仰
教
的
見
地
よ
り
、
共
に
女
論
を
立
て
た
る
を
行
と
し
て
、
夙
く
此
問
題
の
端

絡
は
聞
か
れ
ぬ
。
さ
れ
ど
親
近
特
に
女
子
教
育
の
必
要
を
喝
破
せ
し
は
、
か
の
本
邦
陽
明
摩
者
の
組
と
し
て
有
名
な
る
中
江

政
樹
(
凶
暦

一
千
五
百
八
年

l
七
十
八
年
)
が
『
春
風
』
に
於
て
其
見
解
を
控
表
し
ベ
且
つ
専
ら
女
子
を
訓
戒
せ
ん
が
篤
、
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『
鑑
市
』
六
巻
を
著
は
し
た
る
に
在
り
。
其
一
意
見
に
、
女
子
は
唯
吟
一議
風
流
の
暗
唱
を
以
て
足
れ
り
と
せ
ず
、
宜
し
く
心
を
修



む
る
の
皐
聞
に
従
ふ
べ
く
、
孝
順
、

慈
悲
、
正
直
の
如
き
諸
徳
を
養
う
て
一
家
を
経
理
す
べ
し
と
。
其
高
弟
能
…
浮
蕃
山

(
一

170 

千
六
百
十
六
年
1

九
十
七
年
)
は

『
K
F訓
』
又
は

『
女

f
訓
或
問
』
を
皆
は
し
て
、
一
史

K
師
u
d
k

一
歩
を
進
め
、
婦
女
は

決
し
て
如
上
の
倫
道
に
務
む
べ
き
に
止
ま
ら
ず
、
進
ん
で
皆
自
ら
志
を
担
し
、
師
に
質
し
て
、
孝
程
、
四
鰹
を
始
め
聖
賢
の

能
停
を
郎
て
ひ
、
聖
皐
の
心
法
に
通
ぜ
ざ
る
可
か
ら
ず
と
設
き
、
徳
育
を
主
眼
と
せ
る
中
に
も
、
梢
・
々
し智
育
を
も
勤
め
た
り
。

然
る
に
降
り
て
貝
原
益
軒
(
一
千
六
百
三
十
年

一
千
七
百
十
四
年
)
の
準
設
に
至
り
で
は
、
更
に
精
轍
を
極
む
。
盆
軒
は

貨
に
近
世
教
育
家
の
必
斗
と
何
せ
ら
る
L

の
人
、
設
(
女
子
教
育
法
K
桝
刻
し
て
も
、
亦
従
来
間
十
省
の
未
だ
多
く
言
及
せ
ぎ
る
粘

K
及
、
へ
り
。
即
ち
以
上
藤
樹
と
云
ひ
、
務
山
と
云
ひ
、
女
子
教
育
を
説
き
て
未
だ
多
く
徳
育
以
外
K
及
ば
ざ
る
に
首
り
、
氏

は
婦
女
の
数
多
の
倣
徳
は
そ
の
不
知
閣
に
基
く
も
の
多
き
を
看
破
し
て
、
智
事
同
を
論
じ
、
且
つ
酋
時
容
者
が
往
々
臨
調
す
る
の

弊
あ
る
算
数
、
経
済
の
賓
利
を
説
き
、
而
し
て
女
子
は
男
子
と
枇
曾
上
の
地
位
を
異
に
す
れ
ば
、
其
教
育
法
も
亦
別
な
ら
ざ

る
可
か
り
ず
と
な
し
て
、
且
ハ
閥
的
に
其
教
育
法
を
説
明
し
た
り
。
そ
の
法
ま
づ
女
子
も
幼
少
よ
り
教
へ
て
、
七
歳
迄
は
大
概

(
利
)

男
子
と
異
な
ら
さ
れ
ど
、
此
頃
よ
り
席
を
男
子
と
別
に
し
、
教
課
は
依
{
千
を
-E
と
し
、
併
せ
て
漢
字
を
管
は
し
、
疋
杭
の
古

歌
を
諦
ま
し
め
、
次
い
で
は
孝
経
、
論
語
、
商
回
大
一
本
の
女
誠
を
讃
ま
し
む
べ
し
。
十
歳
よ
り
は

一
切
外
に
出
だ
さ
ず
、
主
に

織
縫
の
道
を
習
は
し
、
算
数
を
教
へ
て
経
済
の
遁

K
注
意
せ
し
め
、
其
後
は
制
俗
淫
棋
な
る
交
問
mT
歌
訴
を
戒
め
て
、
所
謂
婦

人
の
四
行
た
る
婦
徳
、
婦
言
、
嬬
容
、
婦
功
K
H献
く
る
事
な
き
様
教
義
し
、
逢
K
他
日
嫁
要
の
日
に
於
て
婦
人
と
し
て
の
欽

陥
な
か
ら
し
め
ん
乙
と
を
期
せ
り
。
而
し
て
氏
が
此
等
の
見
解
は
、
其
著
辿

『
和
俗
重
子
訓
』
の
中
に
寵
し
た
れ
ば
、
後
人

此
主
旨
を
取
り
て
間
約
排
列
し
、
貝
原
氏
の
名
に
託
し
て
世
上

K
刊
行
し
た
る
も
の
、
是
れ
所
謂

『
女
大
挙
』
の
一
篇
な

り
。
然
る
に
此
教
訓
が
品目
問
時
の
刷
命
は
に
一週
切
な
り
し
よ
り
、
大
K
世
の
倣
迎
を
安
け
、
此
後
大
江
玄
闘
の

『
女
郎
「
箱
』
を
始

め
、
準
者
の
女
子
教
育
を
説
く
者
、
婦
女
の
讃
物
と
し
て
は
大
抵
本
章
一回
を
推
し
、
叉
寅
際
寺
子
屋
K
於
け
る
讃
木
、
習
字
本
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に
充
て
ら
れ
て
、
中
流
以
下
の
子
次
の
間
に
も
仰
は
り
、
又
は
中
流
以
上
の
家
庭
に
於
て
は
、
皆
其
一
本
を
寓
し
て
児
女
の

教
訓
に
似
て
殊
に
隊
安
の
際
に
於
け
る
新
川
町
へ
の
附
物
と
し
て
は
、
什
日
々
此
刊
い
を
以
て
す
る
句
、
多
年

k
fの
則
想
と
し

て
渇
仰
せ
ら
れ
、
以
て
明
治
に
宅
り
し
も
の
な
れ
ば
、
貨
に
徳
川
時
代
に
於
け
る
婦
徳
は
、
本
書
に
尚
っ
て
感
化
長
成
せ
ら

れ
た
る
所
多
き
に

M
れ
り
。
然
ら
は
此
の
如
く
斯
界
に
重
蹴
せ
ら
れ
た
る
本
古
川
の
内
容
は
、
果
し
て
如
何
な
る
も
の
な
る

か
。
本
書
全
筋
線
へ
て
卜
九
係
よ
り
成
る
、
今
之
を
通
観
す
る
に
、
敬
順
の

二
字
を
婦
人
に
数
ふ
る
を
以
て
主
眼
と
な
し
、

そ
の
桜
々
説
速
す
る
所
は
、
川
古
川
川
純
の
所
調
女
子
の
四
倍
な
る
姉
徳
、
婦
7
1
、
姉
JW
竹
、
姉
功
に
就
き
て
、

ρ
m
k
の
身
曙
み

印
ち
族
方
を
説
く

K
過
ぎ
ず
。
殊
に
七
去
の
古
訓
を
採
り
、
再
嫁
を
否
認
し
、
貞
烈
を
唱
へ
、
男
女
の
別
を
厳
守
せ
し
む
る

儒
教
主
義
は
、
遺
憾
な
く
護
開
せ
ら
れ
た
り
。
此
後
享
保
十
年
(
一
千
七
百
二
十
五
年
)
此
火
大
尽
に
倣
ひ
共
に
世
間
K
流

布
せ
ら
れ
た
る

『
女
小間
半
』
な
る
一
篇
の
主
旨
も
亦
之
と
異
な
ら
ず
。
畢
一
死
女
は
夫
を
所
天
と
仰
ぐ
べ
く
、
夫
婦
の
誼
は
向

低
君
臣
の
義
と
等
し
と
一ぷ
へ
り
。
此
他
に
も
往
軒
と
相
前
後
し
て
中
村
協
務
、
川
勝
井
附
務
等
も
亦
各
々

'K
子
の
た
め
に
教
訓

書
を
曲
折
は
し
、
指
噂
に
課
し
た
り
と
郎
、
要
す
る
に
皆
儒
書
の
篠
案
に
過
ぎ
ず
し
て

、
別
に
進
歩
し
た
る
教
育
主
義
を
抱
き

し
に
は
あ
ら
ず
。
著
名
な
る
松
平
地
点
翁
(
一
千
七
百
五
十
八
年

一
千
八
丙
二
十
九
年
)
も
、
亦

k
f
教
育
K
見
る
と
こ
ろ

あ
り
。
嘗
て
新
夫
人
の
需
め
に
腔
じ
て

『
難
波
江
』
な
る
一
簡
を
市
し
、
後

『繁
翁
か
ん
な
筆
記
』
を
著
は
し
て
女
訓
を
黍

れ
た
る
が
、
其
保
規
の
佐
々
一
適
切
な
る
も
の
あ
る
に
も
せ
よ
、
是
れ
い
ゆ
純
然
た
る
儒
教
主
義
を
扱
吹
せ
し
に
過
ぎ
ず
。
氏
の

素
懐
は
、
女
子
は
箆
T

ろ
四
千
問
な
き
を
以
て
良
し
と
し
、
如
何
に
も
脱
柔
に
し
て
和
順
な
る
を
民
し
と
な

L
L
な
り
。
放
に
其

ヒ
人
教
育
の
事
に
は
大
に
注
-意
せ
し
に
拘
は
ら
ず
、
女
子
教
育
に
向
つ
て
は
、
何
等
の
箱
設
を
考
ふ
べ
く
も
あ
ら
ず
、
向
ほ

儒
教
主
義
の
哲
査
を
袋
ひ
し
の
み
。
此
他
徳
川
時
代
に
あ
ら
は
れ
し
幾
多
の
女
訓
は
、
多
く
此
市
一
J

儒
一
家
の
思
惣

K
法
き
た
る

171 

も
の
に
し
て
、
初
も
女
子
が
此
等
に
誠
束
せ
ら
る
L

聞
は
、
到
底
精
紳
的
生
活
を
繁
む
の
機
な
き
な
り
。
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然
れ
ど
も
顧
み
て
厩
史
の
泣
を
採
れ
ば
、
斯
の
如
く
婦
女
の
元
気
を
泊
粍
し
て
萎
暁
退
縮
せ
し
め
た
る
所
以
の
も
の
、

決
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し
て
一
朝
の
事
に
あ
ら
ず
。
我
邦
上
ト
μ
よ
り
固
有
の
風
と
し
て
、
男
等
女
白
押
の
弊
な
し
。
上
古
史
に
綴
れ
は
、
姉
人
の
政
治

kmか
り
、
式
事
に
た
っ
さ
は
り
、
男
子
と
共
に
桝
刻
中
一
m
K
一
川
合
的
事
業
に
議
し
た
る
の
事
例
は
、
数
ふ
る
に
遣
あ
ら
ず
。

や
込
降
り
て
西
暦
第
六
位
紀
の
比
、
か
の
調
伊
企
隊
の
妻
大
葉
「
が
、
椋
闘
城
蝋
死
に
程
ん
と
し
て
が
昨
ふ
可
か
ら
ざ
る
義
州…

を
-
U

小
し
、
上
毛
野
形
名
の
妻
が
夫
を
扶
け
て
造
夷
を
平
げ
た
る
が
如
き
は
、
其
一

例
な
り
。
然
る
に
其
後
仰
教
の
漸
く
盛
ん

に
な
る
K
及
び
て
、

k
f
の
性
を
却
慨
に
し
て
罪
劫
深
き
も
の
と
な
し
、
'Hら
其
元
気
を
抑
へ
し
に
も
拘
は
ら
ず
、
第
八
世

紀
頃
に
は
女
↑帝
打
績
き
印
枕
あ
り
て
一
円
中
の
勢
盛
ん
な
る
と
共
に
、
気
力
あ
る
婦
人
の
多
く
存
し
た
る
を
認
む
。
和
気
法
均

尼
が
弟
一
市
杭
呂
と
認
り
て
仙
川
辺
鋭
の
非
望
を
川聞
き
、
士
口
備
由
利
が
大
臣
と
相
踏
じ
て
光
仁
天
自
己
主
を
，
断
交
し
た
る
が
如
き
、
国

ん
本
に
大
闘
係
あ
る
も
の
さ
へ
あ
り
。
第
十
世
紀
に
宅
り
で
は
、
斯
か
る
気
力
も
漸
く
消
粍
し
て
文
明
に
傾
き
、

峨
優
美
栄
態

な
ら
ん
ζ

と
を
務
め
て
、
裏
面
に
於
け
る
風
俗
は
頗
る
額
獲
せ
し
結
果
は
、
却
っ
て
表
面
に
於
て
は
宗
族
の
男
f

す
に
す
ら
面

を
合
は
す
を
耽
ぢ
ら
ふ
が
如
き
繊
弱
と
な
り
、
次
い
で
第
十
二
世
紀
に
武
士
の
興
但
す
る
に
及
ん
て
、
貞
女
道
の
頻
り
に
説

か
る
h
h

や
、
其
傾
絶
到
に
男

K
の
問
を
隔
て
弘
、

一
に
退
嬰
白
聞
の
風
に
馴
致
せ
し
め
ん
と
せ
り
。
出
引
に
鎌
倉
時
代
の

k
f

に
到
す
る
訓
戒
を
見
る
も
、
頻
り
に
念
悌
一
一
日
心
を
勘
め
、
若
し
心
長
く
は
、
前
一
ち
に
出
家
せ
よ
と
説
き
、
又
既
に
十
歳
に
至

れ
は
、
奥
を
出
.
つ
る
勿
れ
と
ぶ
ふ
も
の
あ
り
。
更
に
進
ん
で
第
十
六
世
紀
頃
武
家
の
家
法
を
見
れ
ば
、
帰
々
思
ひ
巾
ド
に
過
ぐ

る
者
あ
ら
ん
。
か
の
甲
斐
の
武
田
信
玄
家
法
、
土
佐
の
長
曾
我
郎
元
親
百
間
保
、
あ
る
は
小
田
原
北
線
家
の
一

一波幻
庵
が
、

北
保
氏
康
の
女
に
町
内
へ
た
る
消
息
等
を
一
説
せ
ん
か
、
出
家
、
商
人
、
型
人
は
お
ろ
か
、
阪
令
親
族
た
り
と
も
、
限
り
に
も

リj

(土

切
削
人
の
先
川
に
し
仏
人
る
こ
と
を
作
止
す
る
と
共
に
、
成
る

べ
く
川
町
人
の
外
山
を
も
禁
川
治
し
た
る
の
胤
あ
り
。
然
る

に
徳
川
時
代
儒
数
の
旺
盛
な
る
に
及
び
で
は
、
〈
ト
閣
の
間
家
、
大
抵
師
ん
且
が
仰
教
法
一請
に
泥
む
の
通
株
を
術
幣
し
、

'k
f
を



ト
，
制
時
代

の

一
民
彩

川
町
氏
物
川
川

k{-教育

従
米
の
仙
川
教
気
附
気
小
よ
り
脱
せ
し
め
ん
と

A
れ
る
と
共
に
、
村
人
情
教
の
級
凶
mド
五
殺
に
よ
り
て

f
kを
作
せ
ん
と
し
た
り
し

か
は
、
女
「
が
民
く
外
界
を
見
て
思
惣
を
山
口
控
せ
ん
が
如
き
事
は
思
ひ
も
寄
ら
ず
。
往
々
一
労
徐

k
h
v
の
流
風
に
傾
き
た
り
し

は
、
亦
巳
む
を
得
さ
る
の
順
序
な
り
し
な
り
。

右
の
如
く
隣
近
儒
家
の
女
子
教
育
に
却
す
る
思
想
の
最
も
勢
力
を
枇
舎
に
占
む
る
時
に
世
間
り
、
愛
に
父
看
過
す
べ
か
ら
ざ

る
一
流
の
教
育
思
怨
あ
り
て
、
久
し
く
貫
通
し
米
り
た
る
ζ

と
あ
る
を
必
む
。
他
な
し
、
四
Mm
第
十
世
紀
の
ぶ
よ
り
第
十
一

世
紀
の
初
、
我
平
安
朝
の
中
葉
に
借
り
て
、
中
一
品
時
の
刷
命
H

的
現
象
は
、
社
ら
ず
も

一
時
大
に

K
F教
育
の
盛
田
川
を
促
し
た
る

の
一
事
是
れ
な
り
。
議
し
批
は
版
原
氏
全
慌
の
頃
、
藤
氏

一
族
の
中
に
て
互
K
皇
室
の
外
戚
と
し
て
勢
力
を
得
ん
と
と
を
絞

ひ
、
各
其
子
女
に
教
育
を
剛
ま
し
、
他
日
皇
旬
、
中
，
M
と
し
て
恥
し
か
ら
ぬ
素
養
を
作
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
従
っ
て
平
素
よ

り
数
多
の
女
教
師
を
要
し
、
彼
等
は
腕
君
の
人
内
と
比
ハ
に
之
に
従
ひ
行
き
、
ん
外
房
と
し
て
永
く
宿
仕
せ
し
が
放
に
、
其
才

me

の
有
無
は
大
に
航
君
の
勢
力
に
影
響
を
及
ほ
し
、
延
い
て
は
外
威
の
勢
力
消
長
に
関
聯
す
る
所
頗
る
大
な
り
し
な
り
。
故
に

数
多
の
才
媛
は
斯
か
る
要
求
に
雌
じ
て
市
出
し
、
枕
山中
第
十

世
紀
の
初
期

一
線
天
臼
h

の
例
を
以
て
以
と
な
す
。
時
に
脱
原

道
隆
の
女
定
子
は
皇
后
と
し
て
、
弟
道
長
の
女
彰
子
(
上
東
門
院
)
は
中
汚
と
し
て
、

互
に
努
力
を
競
ひ
給
ひ
、
雨
宮
に
附

随
す
る
才
媛
亦
頗
る
多
き
巾
に
も
、
ん
ど

f
の
側
を
代
表
せ
る
は
出
少
納
J
に
し
て
、
彩
子
の
側
を
代
ぷ
せ
る
は
紫
式
部
な

り
。
清
少
納
言
は
頗
る
気
慨
に
富
み
、
間
勤
な
る
筆
致
を
以
て
『
枕
草
子
』
を
著
は
し
、
紫
式
部
は
貞
淑
の
質
に
し
て
節
操

堅
固
、
其
優
雌
な
る
才
筆
を
阪
ひ
て
、

一
代
の
名
簿

『
源
氏
物
語
』
五
十
四
帖
を
諸
は
せ
り
。
然
る
に
此
書
は
話
時
の
枇
命
日

の
貫
情
を
寓
し
た
る
も
の
に
し
て
、
強
ち
教
訓
の
目
的
を
以
て
編
せ
し
も
の
に
あ
ら
ず
と
騰
、
其

E

文
章
の
巧
妙
な
る
と
、

E

つ
式

'mの
性
行
の
墜
貨
な
る
と
は
、
大
に
後
世
の
山
一
足
を
芯
き
、
水
く
歌
道
、
交
一平
の
模
範
と
し
て
m
H
K
の
開
「
街
に
渇
仰
せ
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ら
れ
し
の
み
な
ら
ず
、
進
ん
で
は
此
等
の
煩
書
を
標
準
と
し
て
、
教
育
の
基
礎
を
乙
L

に
築
か
ん
と
す
る
の

一
流
あ
り
し
ζ



と
を
忘
る
べ
か
ら
ず
。
印
ち
此
後
平
安
朝
を
通
じ
て
は
、
優
美

J

末
態
を
以
て
ん
弘
子
の
即
怨
と
な
し
、
続
い
て
鎌
倉
以
来
位
は
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武
門
政
治
と
な
り
て
、
利
舎
の
風
儀
は
著
し
く
嬰
選
せ
し
が
、
京
都
を
中
心
と
し
た
る
上
流
計
禽
の
教
育
は
、
向
ほ
此
方
針

を
裂
ぎ
た
り
。
即
ち
か
の
阿
仰
尼
の
作
と
侍
ふ
る
『
乳
母
の
ふ
み
』
、
永
徳
の
『
竹
馬
抄
』
、

一
位
陣
粂
良
が
将
軍
義
政
犬
人
に

贈
り
し
訓
戒
の
如
き
、
此
欣
況
を
立
流
し
て
絵
り
あ
り
。
繭
来
久
し
く

t
流
婦
女
枇
舎
の
式
郎
を
盟
惣
と
し
源
氏
巾
の
人
物

を
典
型
と
し
て
、
其
風
儀
を
長
ひ
た
り
し
を
察
す
ベ
し
。

下
り
て
徳
川
時
代
に
及
び
、

一
方
に
は
さ
き
の
貝
原
益
軒
、
大
江

玄
問
、
大
気
能
綾
足
付
与

一
流
は
、か
弘
子
教
育
を
一

K
儒
教
卜↑ぃ義
に
採
り
、
全
然
木
什一ハ
に
反
到
し
て
、
斯
か
る
沌
俗
の
乃
は
決

し
て
女
子
K
見
し
む
‘
べ
か
ら
ず
と
唱
ふ
る
も
の
あ
る

K
拘
は
ら
ず
、
又
一
方
K
は
儒
者
と
雌
口
家
の
主
義
を
糊
む
る
と
共

に
、
則
を
本
唯
一
い
に
採
ら
ん
と
す
る
も
の
あ
り
。
か
の
能
…
伴
然
山
の
如
き
は
、
源
氏
を
以
て
文
郎
の
詩
料
に
宮
へ
、

-
4
M
m
の
風

俗
人
的
を
あ
ら
は
し
、
間
集
を
山
内
へ
た
る
常
に
し
定
、
式
'd

州
の
主
ぷ
は
人
仙
の
正
木
刊
を
恥
し
、
後
世
に
成
め
た
る
な
り
と
緋

護
し
、
元
称
の
『
本
朝
貞
女
鑑
』
等
に
も
有
職
故
貫
を
教
へ
て
、
雅
酔
優
風
を
侍
ふ
る
は
源
氏
に
若
く
も
の
な
し
と
し
、
其

書
中
の
紫
の
上
、
明
石
の
方
を
以
て
婦
次
の
模
範
な
り
と
場
一
一け
し
、

其
書
十
三
加、

身
の
佐
ひ
身
溢
の
調
度
よ
り
、

心
ば
へ

に
宅
る
ま
で
、
悉
く
源
氏
中
の
人
物
に
引
き
あ
て
L

訓
成
す
る
所
あ
り
。
向
ほ
藤
井
欄
粛
の

『
k
r尚
武
操
錯
』
の
如
き、

作汀

持
の
『
大
和
次
訓
』
等
も
、
強
ち
木
跡
討
を
排
せ
ず
、
ー
し
く
其
記
事
を
取
治
拙
出
陣
し
て
い
附
女
行
跡
の
鑑
と
な
す
べ
し
と
ぬ
し

た
り
き
。
是
等
は
皆
此
書
を
以
て
叩
m
k
k
f
の
智
育
年
貸
せ
ん
と
す
る
の
み
な
ら
ず
、
此
に
山
っ
て

F
K
の
徳
性
を
も
長
は

ん
と
し
た
り
し
な
り
。

斯
の
如
く
本
書
を
以
て
女
子
訓
育
の
理
想
と
せ
ん
と
務
め
た
る

一
流
の
近
代
ま
で
氷
く
綴
績
し
、
且

ーコ

方
に
は
幕
府
の
併
中
及
び
山
紳
の
邸
第
に
於
て
は
、

常
に
此
宝
け
を
議
ぜ
し
め
、
ん
弘
中
を
し
て
聴
講
せ
し
め
た
る
が
如
き

百
例
頗
る
多
け
れ
ば
、
此
等
の
主
己
闘
に
よ
り
て
数
長
せ
ら
れ
し
婦
女
が
、
山
ら
貞
的
優
美
の
傾
向
を
俳
び
・
来
り
し
も
の
峨
な

き
に
あ
ら
ず
。
是
れ
亦
以
て

一
派
の
理
想
と
な
す
べ
し
。
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然
る
に
向
ほ
弦
に
注
意
す
べ
き
他
の
一
流
は
、
所
謂
貞
女
道
の
鼓
吹
者
の
存
す
る
も
の
是
れ
な
り
。
品
却
に
平
安
朝
男
友
間

の
風
俗
の
額
廃
し
た
る
反
動
と
し
て
、
同
朝
の
末
葉
よ
り
鎌
倉
初
代
に
亘
り
て
漸
次
援
連
し
来
り
し
武
士
道
は
、

χ
婦
人
の

聞
に
も
移
さ
れ
て
、

こ
L

に
貞
女
道
は
成
立
し
、
初
も
嫁
要
を
な
し
L

上
は
、
服
り
に
も
仇
た
る
心
操
を
許
さ
ず
、
烈
々
一
猶

ほ
秋
霜
の
如
く
、
時
に
臨
み
て
は
身
を
殺
し
て
其
節
を
全
く
せ
よ
と
糊
む
る
に
歪
り
し
な
り
。
そ
は
既
に
建
長
四
年
(
一
千

二
百
五
十
二
年
)
世
に
出
で
L

本
邦
教
訓
書
の
魁
と
し
て
有
名
な
る
『
十
訓
抄
』
が
、
夫
婦
の
聞
に
下
し
た
る
訓
戒
を
始

め
、
爾
来
此
教
を
鼓
吹
し
た
る
訓
警
は
組
え
ず

0

・百
K
武
門
の
代
、
其
身

一
度
武
人
に
と
つ
が
ば
、
不
測
の
出
演
に
躍
す
る
の

道
は
、
婦
人
と
雌
常
に
心
掛
け
、
内
に
剛
健
不
聞
の
気
象
を
備

へ
て
、

何
ぃ
底
迄
も
節
烈
を
全
く
す
る
の
覚
悟
な
か
ら
さ
る
可

か
ら
ず
。
是
れ
武
門
の
家
に
は
特
に
賞
践
教
育
の
重
ん
ぜ
ら
れ
て
、
宛
然
ス
パ
ル
タ
婦
人
の
概
あ
る
所
以
な
り
。
是
に
於
て

か
犬
の
如
氏
裟
御
前
が
身
を
殺
し
て
節
を
全
く
し
、
武
田
勝
絹
夫
人
が
犬
に
作
ひ
て
匁
に
伏
し
、
あ
る
は
柴
田
勝
一
家
夫
人
の
犬

に
殉
じ
た
る
が
如
き
事
例
は
、
武
家
時
代
K
於
て
数
ふ
る
に
達
あ
ら
さ
る
も
の
、
皆
此
等
・
賓
践
教
育
の
結
果
と
な
す
べ
し
。

近
く
徳
川
時
代
に
入
り
て
も
、
勿
論
此
符
の
理
想
は
絶
え
ず
。
か
の
近
世
式
上
道
の
鼓
吹
占
山
腹
案
行
(
一
千
六
百
二
十
二

年
ー
八
十
五
年
)

の
女
子
教
戒
に
側
聞
す
る
見
解
の
如
き
は
、
革
し
此
教
育
主
義
を
代
表
す
る
も
の
た
り
。
日
く
、
ト
い
の
妻
宅

た
る
も
の
夫
に
代
り
て
内
を
治
む
る
の
大
声
任
あ
り
、
決
し
て
盛
衰
を
以
て
節
を
改
め
ず
、
ト
行
亡
を
以
て
心
を
易
へ
ず
、
或

は
賊
に
前
り
、
或
は
敵
に
死
す
る
の
節
操
あ
る
べ
し
、
さ
れ
ば
女
子
に
施
す
に
決
し
て
怖
弱
の
教
を
以
て
す
べ
か
ら
ず
と
。

の
女
誠
も
亦
此
概
あ
り
。

而
し

て
之
と
同
時
に
、

最
近
吉
田
松
陰
(
一
千
八
百
三
十
一
年
i
五
十
九
年
)

一
方
に
は
叉
『
本

朝
烈
女
侍
』
、
『
本
朝
女
鑑
』
の
類
型
口
が
続
々
刑
行
せ
ら
れ
て
、
婦
女
の
貞
烈
を
説
く
と
と
頻
り
な
り
。
さ
れ
ば
此
代
に
於
て

も
、
山
内
一

豊
、
細
川
忠
興
、
木
村
重
成
諸
夫
人
の
貞
烈
を
パ
め
と
し
て
、
此
照
在
来
の
主
義
を
獲
押
し
た
る
事
例
少
し
と
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せ
ず
。
放
に
斯
の
如
き
教
育
ヒ
誌
は
、
か
の
多
く
の
儒
炉
引
が
倣
刷
、
を
の
み
山
す
り
と
な
し
、
或
は
源
氏
主
張
桁
の
一
如
z
ろ
優
柔
を



ト必
商
交
明

の
州
峨

以
て
七
と
せ
る
と
は
、
約
々
其
趣
を
異
に
す
る
も
の
あ
り
し
な
り
。
是
れ
亦
優
に
女
，
ナ
教
育
思
想
の

一
派
と
な
す
べ
し
。
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第
二
一
章

欧
米
文
明
の
影
響

前
品
早
遮
ぶ
る
が
如
き
女
子
教
育
に
却
す
る
諸
摩
者
の
思
想
は
、
悦
十一
比
率
者
の
要
求
に
過
ぎ
ず
し
て
、

此
等
の
思
想
が
必
ず

し
も
ん
ト
然
百
行
せ
ら
れ
し

K
は
あ
ら
ず
。
村
人
其
一
口
施
せ
ら
れ
し
も
の
に
就
き
て
も
、
必
ず
し
も
即
恕
の
如
く
町
現
せ
ら
る
L

と
と
能
は
ず
。
例
へ
ば
男
女
七
歳
不
同
席
の
如
き
支
那
の
巌
絡
主
義
は
、

一
郎
に
は
行
は
れ
た
れ
ど
も
、

一
部
K
は
公
然
数

育
場
に
於
て
貨
施
せ
ら
れ
ず
。
げ
人
儒
荷
は
頻
り
に
支
那
七
去
の
思
想
を
誠
吹
す
れ
ど
も
、

aK際
に
は
肱
川
せ
ら
る
L

所
少

く

一
方
K
は
優
雅
の
女
性
を
設
け
ど
も
、
他
方
K
は
男
子
を
凌
ぐ
女
丈
夫
を
出
だ
す
の
貰
例
あ
り
。
在
来
の
教
育
が
省
時

の
此
曾
に
、
恰
首
の
効
果
を
奏
し
た
る
は
勿
論
な
れ
ど
も
、
其
↑
ヒ
義
が
佐
々
不
通
切
な
る
が
篤
、
被
教
育
行
を
し
て
其
胤
〈刑じ

K
容
る
能
は
ざ
る
ζ

と
、
既
に
斯
の
如
し
。
似
ん
や
此
等
教
育
主
義
の
各
別
旗
帳
を
樹
て
L

、
未
だ
統

一
せ
ざ
る
も
の
あ
る

に
於
て
を
や
。
然
る
に
此
際
夙
く
本
邦

rrk
の
在
来
日
制
曾
上
の
位
地
K
向
っ
て
、

一
道
の
新
光
明
を
興
へ
た
る
も
の
あ
り
。

天
文
十
八
年
(
一
千
五
百
四
十
九
年
)
葡
荷
牙
の
宣
教
師
フ
ラ
ン
シ
ス

・
ザ
ヴ
ィ
エ

ー
が
九
州
の
南
刊
に
上
陀
し
て
、
始
め

て
天
主
教
を
官
一侍
し
て
よ
り
以
来
、
幾
多
の
宣
数
師
は
順
次
内
地
各
所
K
散
在
し
て
、
同
京
の
蹟
布
K
議
し
た
る
結
果
は
、

漸
次
新
文
明
を
聡
人
し
円
然
刑
曾
ヒ
に
於
け
る
女
子
の
位
地
を
も
白
阿
見
せ
し
め
た
れ
ば
、
此
頃
よ
り
婦
女
の
気
力
に
梢
々

一

斡
機
を
輿
へ
、
幾
多
活
動
の
気
風
を
帯
ひ
し
む
る
に
至
り
し
は
、
試
み
K
A
V間
代
の
・貫
録
『
西
教
史
』
を
繍
い
て
、
其
中
に
見

え
た
る
本
邦
婦
人
の
行
動
を
探
り
て
知
る
乙
と
を
得
べ

し
。
然
れ
ど
も
間
も
な
く
天
主
教
は
祭
絶
せ
ら
れ
、
海
外
貿
易
も
痛

く
制
限
せ
ら
れ
て
、
邦
人
永
く
海
外
の
思
怨

K
法
さ
か
り
た
れ
ば
、
勿
論
此
新
光
明
は

一
例
に
し
て
消
滅
し
た
れ
ど
も
、
其
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思初心
の
附
流
は
必
ず
知
ら
ず
/
¥
隠
微
の
問
に
流
動
せ
し
も
の
あ
る
を
必
む
。
斯
く
て
大
努
の
趨
く
所
、
第

八
世
紀
の
初

め
よ
り
、
再
ひ
海
外
の
思
想
を
も
梢
々
採
取
す
る
に
歪
り
、

近
く
州
市
末
嘉
永
、
安
政
の
際
に
及
ん
で
は
、
婦
女
も
漸
々
修
皐

に
勉
む
る
を
以
て
名
容
と
な
す
の
傾
向
と
な
り
、

一
般
に

K
F教
育
も
好
望
の
兆
を
崩
し
L

際、

偶

々
泰
西
文
明
の
頻
り
に

機
人
せ
ら
る
L
K
遭
ひ
、
男
子
の
教
育
に
俄
か
に
一
新
紀
元
を
興
ふ
る
に
つ
れ
て
、
女
子
教
育
に
も
忽
ち
一
瞬
機
を
興
へ

、

海
内
の
諸
経
中
既
に
女
子
教
育
を

L

一
家
庭
よ
り
奪
ひ
て
、
別
に
翠
校
の
設
備
を
企
つ
る
も
の
あ
る
に
至
り
ぬ
。
即
ち
明
治
三
年

よ
り
五
年
に
至
り
、
但
馬
出
石
藩
、

豊
岡
藩
、
出
雲
松
江
落
、
周
防
岩
園
藩
、
尾
張
名
古
屋
藩
、
備
後
一
隅
山
藩
の
如
き
諸
藩

は
、
げ
と
し
て
女
山
学
校
を
但
し
、
F
K
の
数
長
K
活
手
し
、
其
科
目
の
如
き
も
、
的
別
々
折
変
を
加

へ
た
る
も
の
あ
る

k
fれ

り
。
印
ち
此
写
の

k
m
F
は
山
千
円
新
内
1

制
頒
布
以
前
の
設
立
K
係
る
も
の
に
し
て
、
其
制
も
未
だ
殺
は
ず
、
且

つ
人
早
生
の
純
間

も
多
く
前
来
の
階
級
制
度
に
よ
り
て
、
庶
民
の

ιj
k
k
及
ぶ
も
の
少
く
、
加
ふ
る
に
間
も
な
く
新
感
制
の
頒
布
と
共
に
、
皆

一日
一綾
絶
し
た
る
も
の
な
れ
ば
、

其
官
施
期
間
の
極
め
て
短
期
に
し
て
、
充
分
教
育
の
効
果
を
翠
げ
難
か
り
し
に
せ
よ
、
異

円
良
妻
賢
母
と
し
て
世
に
立
た
ん
に
は
、
必
ず
其
素
長
な
か
る
べ
か
ら
ざ
る
の
理
を
究
り
て
、
此
唯
一寸皐
所
を
新
設
し、

其間竿

科
中
に
も
梢
々
世
界
的
の
新
智
識
を
興
へ
ん
と
す
る
傾
向
を
有
し
た
り
し
は
、
哲
来
女
子
教
育
の
理
想
に
一
大
革
新
を
興
へ

た
る
も
の
に
し
て
、
其
先
駆
た
る
の
効
果
は
、
ん
民
子
教
育
史
上
決
し
て
看
過
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の

K
属
す
。

此
他
基
督
教
宣

教
師
及
び
其
夫
人
等
が
、
女
子
数
育
に
向
っ
て
興
へ
た
る
思
想
及
び
教
育
設
備
は
、
直
接
間
接
K
多
大
の
貢
献
を
属
し
た
る

も
の
あ
り
。
例
へ
ば
明
治
例
年
K
削
ぷ
せ
ら
れ
し
的
、
僚
の
フ
エ
リ
ス
和
英
次
慰
校
、
化
ハ
立
ん
久
郎
「
校
等
を
肖
と
し
て
、
東
京
の

女
子
皐
院
、
青
山

k
mr院
、
立
教
'
〆
内
γ
校
、
一川
戸
の
耐
戸
女

mT院
、
京
都
の
同
志
一
川
女
翠
校
、
大
阪
の
悔
花
女
間
学
校
等
は
、

現
今
有
名
な
る
も
の
と
す
。

而
し
て
此
等
の
友
校
が
、
奈
西
の
新
智
識
を
散
布
し
、

又
女
皐
校
の
英
語
教
師
と
し
て
、
外
園
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語
を
持
及
し
た
る
効
績
に
至
り
で
は
、
若
し
明
治
女
流
教
育
上
波
却
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の

と
調
ふ
べ

し
。
此
外
私
人
に
し
て



早
く
女
子
教
育
の
必
要
に
市
眼
し
て
、
隻
手
此
任
に
首
り
し
頬
も
あ
り
。
か
の
も
と
武
州
秩
父
の
隣
師
故
松
本
瓜
年
翁
の
如

17也

主L
勢

き
は
其

一
人
に
し
て
、
夙
に
明
治
初
年
東
京
に
一
私
塾
を
聞
き
て
女
子
を
教
育
し
、
其
薫
陶
を
被
れ
る
門
下
生
は
、
多
く
後

日
女
子
師
範
的
中
校
の
創
設
せ
ら
る
L

に
前
り
て
之
に
人
間
イ
し
、
率
先
女
子
教
青
界
に
指
序
し
た
り
し
な
り
。

第
三
一
章

新
挙
制
頒
布
後
の
状
態

右
述
ぶ
る
が
如
く
、
既
に
株
末
維
新
の
嵩
初
に
際
し
て
、
早
く
女
子
教
育
に
一
新
紀
元
を
剖
せ
り
と
雄
、
其
制
は
未
だ
全

国
に

E
ら
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
偶
々
一
其
教
育
の
恩
浮
を
被
ふ
る
者
も
、
耐
曾
の
或
階
級
に
限
ら
れ
、
且
つ
や
其
教
育
上
の
理

想
も
匝
々
と
し
て
、
嘗
て
統

一
せ
ら
る
L

も
の
な
し
。
然
る
に
明
治
五
年
教
育
新
翠
制
の
北
田
く
全
固
に
頒
布
せ
ら
れ
て
よ
り

以
来
、
女
チ
教
育
の
制
皮
も
順
次
完
成
の
域
に
進
み
、
ム
ー
や
将
に
其
教
育
思
想
も
統

一
に
川
町
せ
ん
と
す
。
荒
し
そ
の
思
想
と

云
ひ
、
そ
の
早
制
と
云
ひ
、
国
よ
り
な
川
西
の
文
明
に
負
ふ
所
少
か
ら
ず
と
鋭
、
亦
我
に
は
我
間
十
刊
の
護
法
料
開
あ
り
。
放
に

ま
づ
其
各
・
市
教
育
制
に
就
い
て
各
別
今
日
に
王
れ
る
純
白
を
尋
ね
て
、
然
る
後
血
行
の
山
口
況
に
移
ら
ざ
る
可
か
ら
ず
。

第

貴
族
枇
命
日
の
教
育

教
育
に
階
級
な
く
、
全
然
平
等
な
る
べ
き
の
理
想
は
、
女
子
教
育
に
於
て
も
亦
然
り
。
然
れ
ど
も
既
に
枇
舎
に
入
居
同
の
階

級
あ
る
以
上
は
、
其
階
級
に
従
っ
て
多
少
数
育
を
異
に
す
る
を
便
宜
と
な
す
。
今
世
界

E

文
明
諸
国
中
、
露
西
亜
の
寅
族
女
翠

校
を
除
き
上
流
/
ず
か
外
の
数
出
向
は
大
紙
廿
犬
家
一
胞
に
於
て
施
さ
れ
、
別
に
向
子
校
の
ぷ
け
あ
る
な
し
。
然
る
に
人
ー
や
孜
郊
に
は
トに
と

し
て
小川
族
の

f
女
K
'川
っ
て

、
mr桐
U

佐
久
子
消
印
ち
佑
確
族

'
k
m山
伐
の
作
す
る
あ
り
。
防
長
し
北
郊
維
新
以
州
に
於
け
る

'k
f
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女子数脊

教
育
の
欣
況
は
上
述
の
如
く
な
る
が
、
間
も
な
く
世
は
明
治
の
革
新
と
な
り
ど
、
上
流
チ
女
の
教
育
に
も
、
時
勢
は
到
底
芭

轍
に
の
み
留
ま
ら
し
む
べ
き
に
あ
ら
ず
。
従
来
常
に
奥
深
く
潜
み
て
繊
弱
の
間
質
を
具
へ
、
智
見
も
狭
く
、
濁
立
の
精
神
を

消
耗
し
た
る
淑
女
を
活
動
せ
し
め
ん
に
は
、
間
竿
校
教
育
に
よ
り
て
斬
新
な
る
界
想
を
注
入
す
る
を
必
要
と
な
す
。
是
れ
華
族

女
手
校
の
程
れ
る
所
以
に
し
て
、
早
く
も
叡
明
文
武
に
渡
ら
せ
ら
る
L

今
上
陛
下
は
、
明
治
四
年
九
月
十
四
日
華
族
に
下
さ

れ
し
外
遊
四
時
五
糊
の
詔
勅
小
に
、
女
子
教
育
に
就
き
て
畏
き
叡
慮
あ
り
。
日
く
、

我
園
女
皐
の
制
未
だ
立
た
ざ
る
を
以
て
、
婦
女
多
く
は
事
理
を
解
せ
ず
、
殊
に
幼
重
の
成
立
は
母
氏
の
教
導
に
闘
し
質
に

切
緊
の
事
な
れ
ば
、
今
海
外
に
赴
く
も
の
妻
女
或
は
姉
妹
を
撃
て
同
行
す
る
固
よ
り
可
な
る
こ
と
に
て
、
外
園
所
在
女
教

の
素
あ
る
を
暁
り
、
育
児
の
法
を
も
知
る
に
足
る
べ
し
一ぶ
々
。

斯
く
て
女
子
教
育
唱
v
併
の
殺
は
漸
く
高
く
、
明
治
十
年
に
至
り
て

、
上
流
女
子
の
篤
に
も
始
め
て
皐
期
日
院
内
に
女
子
部
を

設
け
、
小
、
中
間
イ
担
何
度
の
教
育
を
施
し
た
り
し
が
、
繭
来
欧
米
の
文
明
は
奔
流
の
堤
を
決
す
る
が
如
く
、
品
目
平
口
忠
雑
然
と
し
て

総
人
し
北
米
り
、
一川
命
日
の
風
潮
は
バ
作
動
し
て
、

一
般
教
育
の
基
礎
も
未
だ
依
立
せ
ず
、

其
教
育
も
校
旨
及
び
酋
局
者
が
最
も
徳

育
に
重
き
を
慣
き
、
且
つ
開
育
の
殊
に
忽
に
す
べ
か
ら
さ
る
こ
と
を
思
惟
せ
し
に
も
拘
は
ら
ず
、
其
趨
勢
は
小
平
ろ
智
育
に
傾

き
て
、
到
来
の
朝
刊
慣
上
問
育
の
如
き
は
大
に
生
徒
の
姉
パ}
心
す
る
所
な
り
き
。
十
八
年
に
至
り
て
、
皇
后
陛
下
の
令
旨
に
基
き

て
、
新
に
華
族
女
早
校
の
設
立
を
見
る
に
主
り
、
修
業
年
限
は
小
限
科
、
中
山
口
1

科
各
六
附
年
と
定
め
、
華
族
子
女
の
外
、
債

く
族
籍
に
闘
せ
ず
、
相
前
有
資
桁
者
の
女
子
の
入
与
を
も
許
可
し
、
爾
来
園
母
陛
下
御
保
護
の
下
に
品
耐
え
公
展
し
、
其
本
旨

と
せ
る
券
倫
は
勿
論
間
育
の
如
き
も
大
に
生
徒
の
好
む
所
と
な
り
、
今
や
小
、
中
準
程
度
の
外
、
更
に
高
向
の
慰
謹
を
習
得

す
る
研
究
科
も
置
か
れ
て
、
其
教
育
の
効
果
を
牧
め
つ
L

あ
り
。
是
れ

-
K
K
在
来
本
邦
上
流
刷
A
M
U

姉
人
の
護
注
に
一

新
紀
元
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を
劃
す
る
も
の
な
り
と
す
。
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一
般
女
子
の
小
皐
、
中
皐
教
育

180 

第

枇
命
日
族
籍
の
高
下
に
闘
せ
ず
、

一
般
子
女
K
釘
す
る
教
育
制
も
、
亦
勿
論
維
新
後
に
於
て
整
頓
し
た
り
。
然
れ
ど
も
在
来

決
し
て
此
方
面
に
於
け
る
設
備
の
な
か
り
し
に
は
あ
ら
ず
。
殊
に
上
流
の
子
女
は
家
庭
に
教
育
を
愛
く
る
の
資
力
あ
れ
ど

も
、
中
流
以
下
の
家
庭
に
至
り
で
は
、
斯
か
る
設
備
を
置
く
の
力
な
き
を
以
て
、
特
閉
山
間
使
な
る
施
設
な
か
ら
ざ
る
可
か
ら

ず。

此
要
求
K
腔
じ
た
る
者
は
卸
ち
寺
子
屋
と
心
事
舎
の
設
備
是
れ
な
り
。
蓋
し
我
邦
仰
教
の
普
及
は
、

一
方
に
は
女
子
の

位
地
を
卑
下
せ
し
む
る
弊
あ
り
し
が
、
他
方
に
は
女
流
に
向
っ
て
殊
K
力
を
慈
善
事
業
K
致
さ
し
む
る
の
力
あ
り
し
と
、
且

つ
法
く
は
か
の
上
代
諸
国
に
建
て
ら
れ
た
る
圏
分
寺
が
庶
民
教
育
の
中
心
を
な
し
、
近
く
は
武
家
の
世
皐
惜
の
濁
り
文
柄
を

支
持
し
て
教
育
を
槍
任
し
た
り
し
が
如
き
、
其
教
育
界
に
封
す
る
功
績
の
大
な
る
は
、
又
頗
る
稿
揚
の
債
値
あ
り
、

土寸
P

十
屋

制
の
如
き
も
亦
其

一
な
り
。
印
ち
手
院
を
与
校
と
し
、
俗
侶
を
教
師
と
せ
し
が
、
或
特
殊
教
育
上
の
一
機
闘
に
し
て
、
既
に

鎌
倉
時
代
よ
り
蘭
茅
し
、
徳
川
時
代
に
至
り
て
最
も
謹
達
し
、
殊
に
八
代
将
軍
吉
宗
及
ひ
天
保
の
際
老
中
水
野
忠
邦
の
勝
人
助

よ
り
、
益
々
政
教
輔
導
、
風
俗
矯
正
の
大
責
任
を
負
ふ
に
至
り
、
庶
民
教
育
は
主
と
し
て
此
寺
子
屋
に
於
て
指
笛
せ
ら
れ
た

り
し
な
り
。
而
し
て
此
教
育
を
佑
任
す
る
も
の
は
、
必
ず
し
も
俗
侶
に
限
ら
ず
、
一川
官
、
浪
人
又
は
瞥
師
、
里
班
あ
り
、
中

K
は
婦
人
の
開
校
せ
る
者
も
あ
り
て
、
農
工
一商
庶
民
の
七
八
歳

k
り
十
四
五
歳
迄
に
至
る
男
女
児
一
一
重
を
牧
容
せ
り
。
尤
も
男

女
の
席
は
異
に
し
て
教
授
す
る
K
せ
よ
、
兎
K
向
一
場
の
中
に
男
女
の
共
皐
を
施
し
与
も
の
に
て
、
所
調
主
那
流
の
男
女
七

歳
不
同
席
の
如
き
主
義
に
背
馳
し
た
り
。
然
る
に
其
教
授
は
一
人
の
教
師
が
幾
多
程
度
の
異
な
り
た
る
生
徒
に
、
問
問
々
異
な

り
た
る
皐
科
を
教
授
す
る
も
の
な
れ
ば
、
純
然
た
る
向
車
級
教
授
法
に
し
て
、
其
教
育
の
線
放
な
る
は
克
れ
さ
る
事
な
が
ら
、

各
月
十d

科
数
日
程
の
聯
絡
は
能
く
保
た
れ
て
、
設
備
の
不
完
全
な
る
割
合
に
は
効
果
の
顛
著
な
る
も
の
あ
り
。
其

K
F
K提
く
る



立:r教育

も
の
は
、
男
子
と
等
し
く
習
字
を
以
て
第

一
の
必
須
科
と
な
し
、
殊
に
女
子
に
は
般
{
子
を
習
は
し
め
、
之
に
次
い
で
は
卑
近

な
る
讃
書
、
算
術
、
裁
縫
等
に
て
、
其
他
生
花
及
び
茶
の
湯
等
は
、
生
徒
の
望
に
腔
じ
て
之
を
授
け
た
る
に
過
き
ず
。
さ
れ

と
其
習
字
科
に
て
も
、
官
に
筆
跡
の
巧
妙
を
期
せ
し
む
る
に
止
ま
ら
ず
、
種
々
の
等
科
に
路
用
せ
ら
る
、
即
ち
其
習
字
本
の

部
類
に
よ
り
て
、
或
は
修
身
、
作

E

父
、
物
調
み
、
歴
史
、
地
理
、
あ
る
は
円
府
隊
総
の
工
夫
と
も
な
る
様
、
諸
問
の
翠
科
を

兼
ね
し
も
の
に
て
、
其
心
外

f
数
利
用
許
と
し
て
は
、

『
女
今
川
』
、
『
女
大
手
』
、
『
女
誌
身
住
来
』
、
『
女
庭
訓
住
来
』
を
始
め
、

『
女
4
4
粁
』
、
『
女
誠
』
の
類
あ
り
、
中
に
も
上
流
刑
命
円
に
飲
m
附
し
た
る
算
数
の
智
識
は
、
卑
近
な
が
ら
も
と

L
K
授
け
ら
れ

て
、
商
貰
の
子
女
は
勿
論
、
荷
も
主
婦
た
る
も
の
に
は
、
特
に
賞
用
的
効
果
少
か
ら
ざ
り
し
な
り
。
殊
に
其
に
其
師
弟
の
間

は
勿
論
、
其
師
匠
と
子
女
の
父
兄
と
の
連
絡
は
最
も
親
密
に
し
て
、
其
子
女
の
教
育
を
遂
行
す
る
に
は
多
大
の
便
宜
あ
り
、

…
口
に
民
間
の
風
教
を
維
持
す
る
好
機
関
た
り
し
な
り
。
此
他
梢
々
寺
子
屋
よ
り
高
向
に
し
て
締
史
を
段
く
る
所
の
私
塾
に

も
、
佐
々
男
女
の
共
与
す
る
も
の
あ
り
。
今
徳
川
時
代
よ
り
維
新
首
初
に
亘
り
て
全
固
に
散
布
せ
る
私
塾
、
寺
子
屋
の
機
闘

に
し
て
今
日
に
明
か
に
知
ら
れ
た
る
も
の
を
数
ふ
る
に
、
大
略
一
高
七
千
徐
校
の
多
数
を
計
上
し
、
此
等
の
校
舎
に
は
大
抵

女
子
も
教
育
せ
ら
れ
、
其
就
皐
児
女
の
数
は
回
よ
り
男
子
に
及
ぼ
ず
、
通
じ
て
は
男
生
の
中
十
数
に
も
足
ら
ざ
れ
ど
、
庭
に
よ

り
で
は
女
子
就
撃
の
割
合
が
男
子
の
数
よ
り
多
き
事
等
も
あ
り
て
、
下
流
の
女
子
も
悉
く
全
然
文
盲
に
て
終
り
し
も
の
に
は

あ
ら
ず
。
猫
低
叉
貰
業
枇
曾
特
に
一両
家
の
子
弟
を
感
化
誘
披
す
る
趣
旨
を
以
て
起
さ
れ
し
一
一
献
の
皐
に
心
月
十
な
る
も
の
あ

り
o

C
は
人
々
固
有
の
自
性
を
悟
得
す
る
を
以
て
目
的
と
な
し
、
西
暦
第
十
八
世
紀
の
初
め
、
石
田
梅
綴
(
一
千
六
百
八
十

五
年
一
千
七
百
四
十
四
年
)

に
由
っ
て
始
め
て
唱
へ
ら
れ
し
よ
り
順
次
勃
興
し
、
其
校
舎
は
梅
削
除
の
高
弟
手
島
堵
庵
が
天

明
二
年

(
一
千
七
百
八
十
二
年
)
京
都
に
五
集
会
を
開
き
、
又
矯
庵
の
高
弟
中
津
遁
こ
が
、
寛
政
三
年
(
一
千
七
百
九
十
一
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年
)
江
戸
に
参
前
合
を
起
し
て
よ
り
以
来
、
此
等
を
中
心
と
し
て
此
抵
の
勢
力
は
闘
西
及
び
倒
東
の
各
地
に
慌
が
り
た
り
。



例
昨日
数
点
け

其
修
心
の
法
K
間
々
あ
り
と
服
、
山
川
中
そ
の
道
話
は
最
も
女
子
教
育
と
深
き
闘
係
を
有
す
る
も
の
に
し
て
此
に
も
向
ほ
男

k
IS2 

共
用
γ

の
制
を
見
る
。
山
ち
男

K
Hハ
席
を
別
に
し
て
、
下
は
幼
電
及
び
限
に

一
丁
字
な
き
も
の
よ
り
、
上
は
相
前
の
智
識
を
街

す
る
も
の
に
宅
る
ま
で
、
悉
く
よ
を

一
場
に
集
め
て
、
平
易
に
修
身
の
講
話
を
な
し
て
子
女
を
感
化
興
起
せ
し
む
。
中
に
も

約
一
械
の
い回
向
弟
怒
思
厄
は
、
頻
り
に
児
電
教
育
の
大
任
を
負
ふ
所
の

M
K教
育
の
必
裂
な
る
を
説
き
、
次
い
で
捕
唯
は
巧
み
に

ル
弘
子
の
地
儀
作
法
よ
り
犬
財
の
同
一
を
説
き
、
辺
一
は
史
に
側
め
て
平
易
通
凶
に
巧
妙
な
る
比
倫
を
以
て
ん
且
徳
を
講
じ
、
何
れ

も
多
大
の
興
味
を
以
て
能
く
帰
k
r
r
k
了
得
せ
し
め
し
は
、
女

f
訓
育
の
上
に
於
て
抑
門
徒
す
る
所
頗
る
大
な
り
。
尤
も
其
等

の
説
く
所
は
、
な
ほ
三
従
、
七
去
主
義
の
儒
道
の
範
囲
を
脱
せ
ざ
る
も
の
な
れ
ど
、

一
般
無
風
「
の
婦
次
に
は
、
却
っ
て
通
俗

一
巡
切
を
究
え
た
り
し
な
り
。
而
し
て
此
極
の
校
舎
が

一
時
全
聞
に
二
百
内
外
の
設
置
を
見
る
に
至
り
し
事
な
れ
ば
、
其
伊
』一寸各

所
の
道
話
が
地
点

K
F
の
風
化
ヒ
ト
何
功
な
り
し
は
疑
ふ
吋
か
ら
ず
。
如
上
は

N
K近
世
中
流
以
下
の
枇
命
円
に
於
け
る
ん
弘
子
の

小
、
小
何
千
程
度
の
教
育
機
闘
に
し
て
、
此
他
は
供
向
の
一
家
庭
に
於
て
政
縫
織
統
の
事
に
従
ひ
、
食
物
調
即
を
練
羽
小
川
し、

三
時

線
、
踊
勺
の
遊
此
伎
を
細
小
川
ふ
に
泊
き
ず
。
般
に
人
1

け
よ
り
よ
を
見
れ
.
ば
、
一
此
に
不
完
全
ぶ
ふ
に
堪
へ
ず
。
さ
れ
ど
点
、
水
、
安
政

の
開
園
常
時
前
後
に
令
い
り
で
は
、
ル
弘
子
も
漸
く
壊
に
剛
み
て
、
成
る
べ
く

i
J
f屋
に
於
け
る
動
向
子
の
久
し
き
を
茨
む
の
傾
向

と
な
り
、
鋭
い
て
タ
商
交
明
の
移
入
に
由
り
、
各
議
知
事
中
時
勢
洞
祭
に
敏
な
る
省
は
、
既
に
率
先
白
資
を
投
じ
て
各
所
に

ん
民
的
「
校
を
控
州
科
し
た
り
し
は
、
前
述
の
如
し
。
然
る
に
是
よ
り
先
き
友
子
教
育
は
男

f
教
育
に
比
し
て
放
胤
仰
せ
ら
れ
た
れ

ば
、
今
k
陛
下
は
夙
に
こ
、
に
大
御
心
を
川
町
が
せ
給
ひ
、
新
郎
「
制
頒
布
の
際
K
於
け
る
宅
論
の
中
に
も
、
従
来
婦
次
教
育
を

度
外
に
明
日
き
た
る
を
成
め
給
ひ
た
り
し
は
、
貨
に
後
来
k
rr数
育
護
展
の
法
た
り
。
斯
く
て
五
年
に
慰
制
を
全
閣
に
頒
布
し

て
よ
り
、
小
市
教
育
は
兵
後
幾
多
の
痩
哩
を
純
て
現
A
r
k

ぷ
じ
れ
る
が
、
人
ー
や
男
友
化
ハ
」
ハ
成
に
注
せ
ば
必
ず
小
舟
「
に
人
ら
し

め、

d
r
常
小

mfは
四
年
、
尚
肋
ド
ヴ
小
取
は

年
乃
.
ゃ
四
年
の
修
業
年
限
を
山
首
通
と
し
、
」
品
等
小
山
中
二
年
を
卒
業
し
た
る
将
は
、



女下主主脊

中
等
教
育

高
等
女
円
「
校
に
人
る
ζ

と
を
得
る
年
制
な
り
。
而
し
て
地
方
の
欣
況
に
よ
り
て
、
男
女
数
段
を
別
に
す
る
と
、
混
交
数
段
を

施
す
と
の
一
川
別
あ
り
。
市
し
て
在
来
義
務
年
限
は
四
年
な
り
し
を
、
ム
ー
や
進
ん
で
六
年
に
延
長
せ
ら
る
L

と
と
L

な
り
ぬ
。

其
小
皐
女
生
の
数
は
累
年
檎
加
し
近
く
明
治
三
十
八
年
度
K
於
け
る
女
子
の
就
皐
見
一
一
重
の
割
合
は
、
間
半
齢
女
児
百
人
中
の
九

十
三
人
・
三
四
に
し
て
、
男
生
の
九
十
七
人
・
七
二
よ
り
は
少
し
く
劣
れ
ど
も
、
逐
年
累
加
の
比
例
は
男
子
よ
り
も
多
く
、

頗
る
好
成
績
を
示
し
つ
L

あ
り
。
又
女
子
中
等
教
育
の
欣
態
如
何
を
見
る
に
、
明
治
五
年
政
府
は
東
京
女
謬
校
な
る
も
の
を

起
し
て
、
園
書
、
英
皐
、
手
襲
、
雑
工
等
を
教
へ
、
又
議
科
を
も
置
き
て
、
八
歳
よ
り
十
五
歳
迄
の
女
子
を
通
皐
せ
し
め

(
後
明
治
十
年
壊
せ
ら
る
)
、
文
之
と
同
時
に
京
都
に
英
女
皐
校
(
今
の
京
都
第
二
品
等
女
準
校
)

の
担
り
し
を
始
め
と
し

て、

同
十
五
年
に
は
東
京

K
F師
範
的
γ
校
内
に
始
め
て
高
等
女
格
校
の
名
目
を
以
て

一
の
附
同
校
を
起
し
、
ル
狩
倫
道
徳
を
本

と
し
て
官
同
等
の
普
通
教
育
を
授
け
、
淑
良
の
婦
女
を
養
成
す
る
を
目
的
と
せ
り
。
又
此
と
相
前
後
し
て
、
諸
牒
に
も
此
聞
の

女
皐
校
相
次
い
で
担
り
し
が
、
明
治
十
八
年
の
末
に
は
未
だ
全
国
を
通
じ
て
僅
に
九
校
に
過
ぎ
ざ
り
き
。
然
る
に
翌
十
九
年

設
布
せ
ら
れ
し
中
皐
校
令
中
に
は
、
高
等
女
事
校
を
以
て
尋
常
中
皐
の
種
類
と
な
し
、
女
子
に
必
要
な
る
高
等
普
通
教
育
を

施
す
所
と
定
め
ら
れ
、
後
三
十
二
年
高
等
女
皐
校
令
護
布
せ
ら
れ
て
、
全
国
各
府
牒
必
ず
一
個
以
上
の
設
備
を
な
す
事
と
な

り
ぬ
。
此
他
私
設
に
係
る
も
の
に
は
、
明
治
八
年
東
京
に
跡
見
花
践
女
史
の
鰹
営
せ
る
跡
見
女
準
校
を
始
め
、
漸
次
私
立
の

女
間
竿
も
起
り
、
二
十
年
前
後
K
至
り
で
は
殊
に
其
数
を
加
へ
来
り
、
今
や
三
十
八
年
度
に
於
け
る
全
国
官
公
私
立
女
翠
校
は

線
沿
一
百
校
、
生
徒
三
高

一
千
五
百
七
十
四
人
を
計
上
す
る
に
至
り
し
は
、
亦
以
て
其
盛
昌
な
る
一
斑
を
推
す
を
得
ベ
し
。

然
れ
ど
も
之
を
男
子
の
中
等
教
育
に
比
す
れ
ば
如
何
。
全
圏
中
間
学
校
の
数
は
二
百
七
十

一
校
、
生
徒
の
数
十
前
四
千
五
百
五

十
一
人
に
し
て
、
女
子
は
未
だ
其
三
分
の
一
に
も
及
ば
ざ
る
な
り
。
而
し
て
本
邦
現
在
人
口
男
女
の
割
合
は
殆
ど
相
宇
す
る
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も
の
な
れ
ば
、
中
等
女
子
教
育
に
向
ほ
幾
多
の
設
備
援
展
を
促
す
べ

き
除
地
あ
る
は
復

一一-一日
を
侠
た
ざ
る
な
り
。
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女
子
は
右
の
小
、
中
山
学
教
育
に
於
て
、
順
次
其
人
怖
を
長
成
し
、
川
町
出
を
蓄
へ
、
他
日
良
兵
と
し
て
賢
母
と
し
て
、
ベ
川
命
H

に
い
臨
す
る
の
準
備
教
育
は
大
関
施
さ
る
、
も
の
な
れ
と
、
又
特
に
或
専
門
の
数
宵
を
受
け
て
其
技
能
を
長
ひ
、
他

u一川命
M

に

収
ち
て
よ
を
職
業
と
す
る
の
設
備
も
亦
な
か
ら
ざ
る
可
か
ら
ず
。
然
る
に
孜
郊
に
て
は
斯
mm
の
教
育
の
護
法
は
、
側
め
て
近

代
の
事
に
廊
崎
す
と
雄
、
古
来
全
く
之
な
き
に
あ
ら
ず
。
既
に
上
代
に
於
て
、
漠
向
学
を
主
と
せ
る
大
島
て
園
撃
に
は
女
子
の
入

開
ナ
は
許
さ
れ
さ
り
し
が
、
経
準
以
外
の
或
技
強
風
ナ
術
に
就
い
て
は
、
官
省
内
に
特
別
の
教
育
所
あ
り
て
、
其
中
の
或
磁
の
科

自
に
限
り
て
、
女
子
に
も
修
撃
を
許
さ
れ
た
り
。
例

へ
ば
太
政
官
中
治
部
省
の
下
に
雅
繁
寮
あ
り
て
、
其
倭
繁
部
に
は
歌
師

四
人
の
下
に
、
男
子
の
放
生
三
十
人
以
び
歌

K
百
人
を
教
へ
、
其
歌
次
は
永
く
(
川
人
と
し
て
後
符
に
本
仕
す
。
り
人
織
縫
を
古
事

と
し
て
、
同
じ
く
後
-Mぶ
れ
の

一
円
以
た
る
縫
女
に
向
縫
、
山
川
(
縫
、
掌
縫
等
あ
り
。
又
皇
族
及
び
民
紳
k
h本
社
す
る
乳
母
は
、

後
附一
の
保
射
の
如
く
、
民
長
育
す
る

f
kの
教
育
に
は
、日
以
も
街
接
の
闘
係
を
十
付
す
る
も
の
な
り
。

χ
関
泊
の
分
科
小
、

応

利
は
中
務
省
内
柴
叶
に
凶
し
て
、
之
を
ん
民
間
の
事
業
と
な
し
、
其
生
徒
に
は
官
戸
仰
の
十
王
歳
以
上
二
十
五
段
以
下
の
お
三

十
人
を
限
り
て
採
用
し
、
安
胎
、
産
難
、
創
睡
、
傷
折
、
針
灸
の
法
を
段
け
ら
る
。
斯
く
て
此
等
の
翠
謹
に
熟
達
、
卒
業
し

た
る
者
は
、
其
修
得
す
る
専
門
の
技
能
を
以
て
各
朝
廷
に
仕
ふ
る
も
の
に
て
、
後
宮
の
宮
人
と
し
て
は
向
薬
一

人
、
曲
川
(
薬
二

人
、
女
嬬
四
人
等
あ
り
。
文
妓
摩
術
の
如
き
も
女
子
の
職
業
と
し
て
世
K
立
ち
し
事
、
史
に
散
見
す
る
所
な
り
。
然
れ
ど
も

此
等
の
業
は
依
り
成
叫
ん
な
ら
ず
し
て
慶
絶
し
、
文
後
近
代

k
f
る
ま
で
、
別
に
女
チ
の
病
に
専
門
教
育
を
聞
き
し
事
な
く
、

或
袈
術
を
開
ア
ば
ん
に
は
、
各
自
坐
術
専
門
家
の
門
に
走
り
て
之
を
仰
習
す
る
に
止
ま
り
、
偶
々
之
を
職
業
と
し
て
枇
舎
に
立

て
る
も
の
も
な
き
に
あ
ら
ね
と
も
、
多
く
は
共
常
時
の
利
伶
相
肱
の

M
Kの
け
則
的
を
後
は
ん
が
舟
に
す
る
も
の
に
て
、
特
r
k



-γ
ム
ル
淳
J
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保
健

斗
又
叶
刊

m
n
v
船
叩

業
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職
業
教
育
と
臨
す
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
。
然
る
に
近
時
教
育
の
護
達
は
、
其
女
子
の
天
職
に
近
き
諸
種
の
専
門
教
育
を
開
設

せ
し
む
る
に
至
れ
り
。
先
づ
其
始
め
に
護
達
し
た
る
も
の
は
女
教
師
の
養
成
な
り
。
こ
は
明
治
七
年
東
京
に
女
子
師
範
皐
校

を
設
立
し
、
其
際
皇
后
陛
下
よ
り
特
旨
を
以
て
御
手
許
金
五
千
圃
を
下
錫
せ
ら
れ
て
、
大
に
女
子
教
育
を
奨
働
あ
ら
せ
ら
れ

た
り
し
よ
り
、
各
府
牒
に
於
て
も
漸
次
女
子
師
範
皐
校
を
設
置
し
た
り
し
が
、
十
九
年
に
至
り
て
師
範
皐
校
令
を
公
布
し
、

女
子
師
範
翠
校
を
高
等
、
尋
常
の
二
階
に
分
ち
、
尋
常
師
範
は
小
皐
校
教
員
を
養
成
し
、
高
等
師
範
は
高
等
女
皐
校
及
び
女

子
尋
常
師
範
等
の
教
員
を
養
成
す
る
こ
と
与
な
せ
り
。

而
し
て
其
女
子
高
等
師
範
は
従
来
の
東
京
女
子
師
範
を
以
て
之
に
充

て
、
今
や
文
科
、
理
科
、
技
謹
科
の
三
部
に
分
れ
、
修
業
年
限
は
四
個
年
な
り
。
向
ほ
明
年
度
よ
り
奈
良
に
も
女
子
高
等
師

範
向
子
校
を
新
設
せ
ら
る
べ
し
。
女
子
尋
常
師
範
皐
校
は
時
に
制
度
の
饗
選
な
き
に
あ
ら
ず
と
雄
、
今
や
尋
常
師
範
翠
校
の
女

子
部
と
し
て
各
府
牒
に
設
置
せ
ら
る
。
現
在
女
子
に
し
て
中
等
教
育
に
闘
れ
る
も
の
、
三
十
八
年
度
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
九

百
八
十
人
、
小
翠
校
教
育
を
佑
骨
回
せ
る
者
は
、
穂
数
二
高
二
千
二
百
六
十
八
人
を
計
上
し
た
り
。
此
他
全
園
を
通
じ
て
三
百

十
三
例
の
幼
稚
園
に
配
蛍
せ
ら
る
L

保
掘
は
、
八
百
三
十
五
人
許
り
あ
り
。

此
他
英
語
課
の
中
等
教
員
資
格
を
得
ら
る
hA
m

T

校
に
は
、
津
田
女
向
学
塾
、
青
山
女
皐
院
等
あ
り
。
次
に
欝
遁
に
闘
す
る
教
育
機
関
と
し
て
は
、
明
治
十
七
年
内
務
省
が
女
子

に
も
同
省
の
暫
術
開
業
試
験
を
安
け
て
女
醤
た
る
こ
と
を
得
る
の
塗
を
聞
き
て
よ
り
、
荻
野
銀
子
、
高
橋
瑞
子
等
頻
り
に
斯

道
教
育
の
事
に
就
い
て
壷
奔
す
る
所
あ
り
。
同
年
長
谷
川
泰
氏
の
経
州
官
出
せ
る
済
生
翠
舎
に
女
子
の
入
墜
を
許
し
L
A

が
、
と
は

間
も
な
く
停
慶
せ
ら
れ
た
る
よ
り
、
更
に
鷺
山
繭
生
女
史
率
先
し
て
東
京
女
醤
皐
校
を
設
立
し
、
始
め
微
々
た
る
も
の
な
り

し
に
、
今
や
数
百
名
の
女
生
を
養
成
す
。
此
外
K
も
白
木
監
皐
校
女
子
部
、

東
京
醤
皐
校
女
子
部
等
あ
り
、
買
に
女
曹
は
最

近
の
護
達
v
k

係
れ
ど
、
既
に
日
本
入壬
園
を
通
じ
て
一
百
三
十
絵
名
の
女
醤
あ
り
、
又
産
婆
養
成
所
及
び
看
護
婦
養
成
所
(
赤
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十
字
耐
並
に
東
京
慈
恵
病
院
を
始
め
)
は
東
京
及
ひ
地
方
の
病
院
に
設
立
せ
ら
る
L

も
の
多
く
、
何
れ
も
斯
道
に
関
す
る
皐
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術
と
官
地
練
矧
H
と
を
課
し
て
、
好
成
績
を
翠
げ
つ
L

あ
り
。

其
看
護
婦
、
広
婆
の
数
に
至
り
で
は
、
遍
ね
く
全
聞
に
配
付
せ

186 

ら
れ
枚
間
m
k
逗
あ
ら
ず
。
殊
に
我
郊
の
姉
人
は
出
門
阪
に
頗
る
柔
順
な
れ
ど
も
、
多
年
の
一幣
史
的
感
化
は
内
町
頗
る
堅
問
な
る

梢
酬
を
長
ひ
得
て

一
一
山
崎
町
然
た
る
勇
気
を
蓄
へ
た
る
は
、
か
の
け
消
、
日
露
両
戦
没
の
際
に
於
け
る
が
如
き
危
急
の
秋
に
臨

み
て
も
、
看
護
婦
等
の
自
若
不
動
、
専
心
其
職
に
弊
れ
た
る
幾
多
の
美
談
は
、
這
般
の
賓
情
を
謹
し
得
て
絵
り
あ
り
と
云
ふ

べ
し
。
叉
尚
業
教
育
と
し
て
は
、
近
頃
法
鼠
「
博
上
和
旧
垣
謙
三
氏
の
続
替
に
係
れ
る

kr向
業
風
「
校
を
最
も
有
力
な
る
機
関

と
な
し
、
文
年
業
小
は
出
引
に
科
従
業
命
日此
に
於
て
其
技
岡
を
あ
ら
は
し
つ

L

あ
り
。

(利
)

此
外
首
紫
、
美
術
、
校
袋
の
諸
一説
K
4
R
り
て
は
、
従
ト
氷
別
に
其
教
育
機
闘
を
設
け
ざ
り
し

K
せ
よ
、
'rH
来
よ
り
'K，
rが
良

妻
、
賢
母
と
し
て
必
須
の
課
程
な
り
し
を
以
て
、
各
々
ぽ
(
師
に
就
き
て
勉
附
し
、
リ人専
門
家
の
子
女
に
し
て
其
・一
家
道
を
山
本
じ

て
、
噴
々
た
る
名
吟
を
史
上

K
残
す
も
の
も
多
し
。

例

へ
ば
聖
徳
太
子
の
妃

Mm航
が
有
名
な
る
天
守
川
園
長
陀
締
に
刺
繍
の
妓

を
あ
ら
は
し
給
ひ
た
る
が
如
き
、
叉
平
安
朝
女
流
の
納
輩
、
一首
位ポ
K
精
し
き
は
勿
論
、
土
佐
光
信
の
女
千
代
女
の
約
査
に
巧

み
な
る
が
如
き
、
叉
小
野
阿
通
の
繁
耐
に
精
し
か
り
し
が
如
き
、
此
等
は
皆
其
一

例
を
一不
す
に
過
ぎ
さ
れ
と
、
亦
以
て
其
由

来
の
謹
き
を
知
る
べ
し
。

此
他
裁
縫
、
花
結
び
を
始
め
、
生
花
、
茶
湯
、
芥
技
、
諸
略
式
市
一
寸
の
優
美
な
る
強
術
は、

kn
よ
り

k
fの
必
修
す
べ
き
も
の
と
定
め
ら
れ
た
り
し
な
り
。
斯
く
て
之
を
以
て
嬬
ん
民
生
活
の
廠
業
と
な
せ
る
も
の
も
な
き
に
あ
ら

ず
と
鎖
、
多
く
は
婦
女
た
る
の

一
資
格
と
し
て
之
を
修
む
る
K
過
き
ず
。
さ
れ
ば
今
日
の
一
耳
目
紫
、
給
輩
、
裁
縫
、
刺
繍
、
編

物
、
造
花
、
寝
員
等
の
如
き
各
専
門
教
育
機
関
も
、
皆
此
一際
史
的
援
注
の
系
統
を
承
け
て
、
多
く
は
良
妻
、
賢
母
+仁
義
K
よ

り
て
技
袈
を
授
く
る
も
の
に
て
、
其
職
業
と
し
て
枇
曾
に
立
た
し
む
る
は
、
一
年
ろ
其
目
的
の
副
た
る
の
翻
あ
り
。

山
ら
A
AJ

の

日
立
普
繁
同
学
校
は
夙

K
明
治
十
二
年
始
め
て
文
部
省
内

K
一耳目
繁
調
掛
を
置
き
し
に
監
腹
し
て
、
同
二
十
年
一言
繁
皐
校
と
な

り
、
現
制
K
於
て
は
本
科
を
整
繁
J

部
、
器
集
部
、
繁
歌
郎
の

三
に
分
ち
て
、
男
女
の
生
徒
を
教
養
す
。
別

K
師
範
部
あ
り
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て
、
女
子
に
は
旨
と
女
与
校
及
び
小
引
校
の
数
削
た
る
資
絡
を
住
成
し
つ
L

あ
り
。
其
他
如
上
の
給
主
以
下
諸
技
型
を
段
く

る
皐
校
と
し
て
有
名
な
る
は
、
東
京
に
於
け
る
共
立
女

f
職
業
川
f
校
、
K
F美
術
的
学
校
、
東
京
ル
弘
子
木
下
山
支
美
術
的
学
校
、
東
京

裁
縫
女
皐
校
、
東
京
技
謹
女
向
学
校
、
女
千
て
銭
的
十
校
、
訂
民
間
千
校
女
子
部
等
な
り
と
す
。

第
四

女
子
の
高
等
教
育

右
の
如
く
近
来
諸
問
の
専
門
教
育
の
足
る
と
ルん
に
、
ル
外
流
の
」
u
川
等
教
育
も
亦
但
さ
れ
た
り
。
議
し
本
邦
K
於
て
行
来
高
等

教
育
の
思
搾
に
浴
す
る
者
は
、
枇
舎
の

一
部
上
流
の
女
子
に
限
る
。
近
く
徳
川
時
代
文
教
の
旺
盛
な
り
し
に
も
拘
は
ら
ず
、

女
流
の
高
向
な
る
翠
徳
を
修
む
る
者
は
多
く
は
儒
家
の
家
庭
に
育
ち
し
か
、
左
な
く
ば
或
特
殊
の
事
情
の
下
に
志
を
皐
事
に

集
注
し
た
る
者
に
限
れ
り
。
然
れ
ど
も
在
来
の
其
等
高
等
教
育
享
愛
者
の
成
績
を
祭
す
る
に
、
大
抵
良
好
の
結
果
を
得
、
以

て
世
務
に
資
し
た
る
も
の
少
か
ら
ず
。
例
へ
ば
元
政
時
代
月
十
事
の
勃
興
に
つ
れ
て
、
貝
原
盆
軒
の
配
偶
東
軒

(
一
千
六
百
五

十
二
年

|
一
千
七
百
十
三
年
)
は
純
史
K
，迎
・
し
す
入
場
一
を
能
く
し
、
常
に
犬
の
汚
越
を
扶
け
、
之
と
時
を
同
じ
く
し
て
所
謂
南

mfお
と
し
て
有
名
な
る
儒
家
野
中
粂
山
の
女
怖
心外
史
(
一
千
六
百
六
十
年

一
千
七
百
二
十
五
年
)
が
、
竪
貞
の
徳
操
と
一該

博
の
手
術
と
を
以
て
・一家
与
を
綴
き
、

『服
夜
の
月
』

一
的
を
草
し
て
女
「
の
徳
操
を
明
か
に
し
た
る
が
如
き
、
叉
讃
岐
高
松

藩
の
家
臣
井
上
氏
の
女
通
女
(
一
千
六
百
六
十
年
一
千
七
百
三
十
年
)
が
、
父
の
教
を
安
け
て
鰹
撃
に
通
じ
、
詩
歌
に
巧

み
な
る
、
此
他
女
子
数
摩
家
の
鴨
矢
平
章
子
、
俳
人
菊
後
亭
秋
色
、
本
邦
女
流
史
家
の
泰
斗
荒
木
田
磁
女
、
あ
る
は
鯨
居
門

下
の
三
才
女
と
し
て
園
皐
者
た
る
土
岐
筑
波
子
、
鵜
殿
除
野
子
、
弓
屍
倭
文
子
、
近
く
は
詩
文
給
董
に
長
じ
て
徳
操
高
き
梁

川
紅
闘
女
史
、
女
流
政
治
家
と
し
て
又
詩
人
と
し
て
の
中
島
湘
開
女
史
等
、
其
数
砂
か
ら
ず
と
雄
、
多
く
は
皆
特
簡
の
階
級

187 

に
限
ら
れ
た
る
も
の
に
て
、

一
般
の
ん

A
Fに
向
つ
て
は
未
だ
何付与
の
途
の
聞
か
れ
ざ
り
し
は
、
議
し
話
時
の
世
態
巴
む
を
得



ム
「
ト
八
間
十

ざ
る
の
事
に
属
す
。
然
れ
ど
も
其
少
数
特
異
の
・
貰
例
に
徴
し
て
も
、
決
し
て
高
向
な
る
率
術
が
女
子
の
智
脳
に
向
っ
て
不
通

188 

晶
画
な
ら
ず
、
又
女
徳
K
害
な
き
は
、
誼
し
得
て
絵
り
あ
り
と
云
ふ
べ
し
。
さ
れ
ど
此
等
従
来
の
高
等
教
育
な
る
も
の
は
、
智

育
の
或
部
分
に
限
ら
れ
、
叉
或
種
の
徳
育
に
拘
束
せ
ら
れ
て
、
未
だ
完
備
な
る
も
の
に
あ
ら
ず
、
殊
に
鵠
育
の
如
き
、
戦
園

時
代
に
武
華
習
得
の
必
用
よ
り
、
薙
万
、
弓
術
等
の
練
磨
を
行
ひ
し
と
と
あ
り
し
と
雌
、

一
般
教
育
中
に
加
味
せ
ら
れ
た
る

K
あ
ら
ず
。

是
に
於
て
か
維
新
以
降
批
舎
の
護
達
は
、
口
坂
早
や
斯
か
る
不
備
な
る
教
育
に
任
す
べ
か
ら
ず
。
女
子
に
も
宜
し
く
智
、

徳
、
開
の
三
育
を
闘
満
に
護
達
せ
し
め
て
、
人
と
し
て
、
婦
女
と
し
て
、
将
た
園
家
一
世
舎
の
一
員
と
し
て
、
其
天
職
を
完
く

せ
し
む
る
の
設
備
な
か
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
此
必
要
に
迫
ら
れ
て
始
め
て
担
り
し
は
、
即
ち
我
日
本
女
子
大
皐
校
な
り
。
蓋

し
以
上
述
ぶ
る
所
の
女
子
高
等
師
範
以
下
各
専
門
教
育
の
如
き
は
、
向
段
女
流
高
等
教
育
の
部
に
属
す
べ
き
も
の
あ
り
と

雄
、
未
だ
此
等
を
以
て
満
足
す
べ
き
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
今
や
散
米
諸
国
は
、
概
ね
其
各
分
科
大
翠
及
び
研
究
科
を
開
放
し

て
、
女
子
に
も
男
子
と
等
し
く
人
皐
を
許
可
す
と
雄
、
我
邦
に
於
て
は
未
だ
此
道
立
た
ず
。
蓋
し
女
子
K
謝
し
て
一
帝一
園
大
皐

の
門
戸
を
開
放
し
て
、
共
感ナの
制
を
設
く
る
は
素
よ
り
不
可
な
し
と
雌
、
是
れ
我
邦
在
来
の
女
子
教
育
護
達
の
歴
史
的
関
係

と
、
過
去
、
現
在
の
副
曾
の
・貰
欺
と

K
顧
み
て
、
而
し
て
後
始
め
て
決
定
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
問
題
な
り
。
妄
進
急
激
な
る

接
革
を
教
育
制
度
上
に
加
ふ
る
は
、
決
し
て
策
の
得
た
る
も
の
に
あ
ら
ず
。
勿
論
庚
く
文
明
諸
外
国
の
長
を
採
っ
て
、
我
の

短
を
補
ふ
と
と
は
忘
る
べ
か
ら
ず
と
雌
、
我
に
は
欧
米
の
教
育
主
義
及
び
方
法
を
直
寓
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
あ
る
の
み
な
ら

ず
、
我
邦
の
教
育
に
は
我
邦
特
有
の
歴
史
あ
り
、
故
に
本
邦
の
女
子
に
遁
合
し
、
且
つ
国
間
、
園
情
に
一通
謄
す
る
教
育
た
ら

ざ
る
べ
か
ら
ず
。
乃
ち
我
校
は
此
等
の
粘
K
向
っ
て
充
分
慎
重
の
注
意
を
梯
ひ
た
る
を
信
ず
。
散
米
の
女
子
高
等
教
育
は
男

女
同
擢
の
立
場
よ
り
、
男
女
同
一
教
育
論
を
唱
へ
た
る
結
果
に
し
て
、
男
女
共
撃
制
の
大
翠
は
勿
論
、
女
子
大
翠
に
於
て
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も
、
悶
り
女
子
が
早
生
た
る
賄
に
男
子
大
卒
と
異
な
る
の
み

K
し
て
、
内
T

科
編
制
上
に
於
て
は
殆
ど
差
異
あ
る
な
し
と
雄
、

技
校
に
花
り
で
は
孜
国
家
一
川
命
日
の
ん
災
以
と
、
我
邦
婦
人
の
特
性
と
に
遁
切
な
る
皐
科
の
編
制
を
な
し
、
散
米
教
育
界
に
於
て

も
女
子
高
等
数
育
の
好
参
与
と
し
て
、
多
大
の
稿
賛
と
傘
敬
と
を
博
し
つ
L

あ
る
が
如
き
は
、

即
ち
其
一

例
な
り
と
す
。

斯

く
て
我
校
は
朝
野
有
力
者
の
熱
誠
な
る
賛
助
の
下
に
、
明
治
三
十
四
年
始
め
て
開
校
し
、
そ
の
歳
九
月
畏
く
も
仁
慈
な
る
園

母
陛
下
よ
り
御
下
賜
金
の
光
栄
を
荷
ふ
に
至
り
ぬ
。

而
し
て
其
組
織
は
分
ち
て
本
校
及
ひ
附
属
の

こ
と
な
し
、
本
校
に
は
家

政
部
、
文
皐
郎
、
教
育
部
、
理
科
部
、
間
育
郎
、
音
繁
郎
、一美
術
部
等
を
置
き
、
各
部
の
修
業
年
限
を
三
間
年
と
し
、
之
に

加
ふ
る
に
修
業
年
限
三
年
以
内
の
研
究
科
を
以
て
し
、
此
が
附
属
に
は
幼
稚
園
、
小
皐
校
、
高
等
女
墜
校
の
普
通
部
と
、

て

塾
、
商
業
等
の
専
門
部
と
を
設
け
、
斯
の
如
く

K
し
て
下
幼
稚
園
よ
り
、
上
大
卒
部
に
至
る
ま
で
、

一
校
の
内
に
首
尾
一
貫

す
る
系
統
に
綴
り
て
教
育
を
施
す
制
度
を
定
め
し
な
り
。

而
し
て
本
皐
の
主
脳
た
る
本
校
七
部
中
の
分
科
は
、

其
必
要
あ
る

も
の
よ
り
順
次
開
設
す
る
も
の
に
て
、
今
や
既
K
家
政
、
文
阜
、
数
育
の
三
部
を
聞
き
、
他
は
逐
次
開
始
す
べ
く
、
且
つ
其

事
課
程
度
の
如
き
も
、
現
時
に
遍
切
な
る
を
以
て
主
旨
と
し、

今
後
漸
次
一川
命
日
の
進
運
に
仲
は
ん
こ
と
を
期
す
る
も
の
た

り
然
る
に
予
輩
の
信
じ
て
我
校
の
特
色
と
す
る
も
の
は
、
捕
り
如
上
の
組
織
編
制
の
上
の
み
に
あ
ら
ず
、
其
数
回
担
訓
育
の
上

K
於
て
も
亦
然
り
。
今
其
所
信
、
経
験
を
翠
げ
て
之
を
披
涯
せ
ん
か
、

高
言
向
ほ
壷
き
ず
と
雄
、
要
す
る
に
予
輩
の
所
信

κ

様
れ
は
、
我
校
の
教
育
は
個
人
よ
り
言
は
正
、
自
我
質
現
、
個
性
接
揚
、

天
職
護
揮
た
る
と
同
僚
に
、
園
家
よ
り
言
は
正
、

園
家

L

買
現
な
り
、
枇
曾
よ
り
言
は
正
、
社
曾
質
現
の
過
程
な
り
、
人
類
よ
り
言
は
ピ

、
人
類
質
現
の
階
段
な
り
、
女
子
よ
り

一一一一
日は
ぜ
、
女
子
古
現
の
手
段
な
り
、
家
庭
よ
り
言
は

r
、
家
庭
山
口
現
の
作
業
な
り
と
す
。

而
し
て
我
校
は
特
に
此
家
庭
宵
現
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の
点
面
に
向
っ
て
多
大
の
努
力
を
注
ぐ
所
以
の
も
の
は
、
続
々
園
勢
に
顧
み
て
口
以
も
肝
要
な
る
も
の
あ
り
と
信
ず
れ
ば
な



一耐
伴
氏
の

k
f
論

り
。
而
し
て
本
校
創
立
以
来
怖
に
六
年
の
旦
涌
を
聞
た
る
に
過
ぎ
ず
と
雌
、
寄
附
金
大
凡
五
十
山
口
、
在
的
γ

生
徒
総
べ
て
一
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千
三
百
人
、
教
師
八
十
有
絵
名
な
り
。

第
五

女
子
教
育
の
理
想

右
の
如
く
開
園
以
来
欧
米
文
明
の
漸
入
に
つ
れ
て
、
女
子
教
育
の
設
備
は
順
失
開
始
せ
ら
れ
、
爾
来
四
十
年
、
其
問
幾
多

の
出
渡
辺
消
長
を
鰹
て
、
以
て
今
円
の
蹟
張
整
頓
を
見
る
に
歪
り
し
は
、
古
来
教
育
史
上
比
較
的
唯
一
可
関
税
せ
ら
れ
し
斯
方
面
に

於
て
は
、
・
貨
に
一
大
護
展
と
謂
は
ざ
る
可
か
ら
ず
。
さ
あ
れ
教
育
の
機
闘
は
、
上
越
の
如
く
既
に
開
国
後
間
も
な
く
備
は
り

そ
め
し
に
も
拘
は
ら
ず
、
其
教
育
の
理
想
に
至
り
で
は
、
未
だ
位
問
識
者
の
聞
に
統
一
さ
ら
れ
ざ
る
も
の
多
か
り
き
。
蓋
し

首
ニ
ヰ
早
述
ぶ
る
が
如
く
、
近
世
女
子
教
育
の
思
想
は
多
岐
に

E
り
た
れ
ど
も
、
要
す
る
に
世
曾
の
上
下
に
通
じ
て
、

最
も
庚
く

行
は
れ
た
る
は
儒
教
主
義
に
し
て
、
そ
が
方
針
は
頓
て
『
女
大
皐
』
に
於
て
代
表
せ
ら
れ
、
現
下
の
漠
然
た
る
朴
素
的
賢
母

良
妻
主
義
は
即
ち
之
が
縫
承
者
な
り
と
す
。
然
れ
ど
も
、
耐
舎
の
進
歩
は
、
何
時
迄
も
『
女
大
間
半
』
を
以
て
唯
一
の
賀
典
と

な
す
ζ

と
を
許
さ
ず
。
明
治
三
十
二
年
一附
律
論
吉
氏
は
、
従
来
の

『
女
大
問
中
』
を
批
許
す
る
と
共
に
、
別
に

『
新
女
大
問
中
』

一
院
を
八
ム
に
し
た
り
。

前
者
は
女
大
与
が
最
早
や
幾
多
建
逃
し
た
る
現
社
命
H
K
泊
せ
ず
と
し
て、

其
矛
盾
を
許
論
し
た
る
も

の
、
後
者
は
自
家
の
意
見
を
積
極
的
に
護
表
し
た
る
も
の
に
し
て
、
線
ベ
て
二
十
三
候
よ
り
成
る
。
其
立
論
は
今
日
よ
り
見

れ
ば
大
関
に
於
て
穏
嘗
の
説
と
し
て
怪
ま
ず
と
隊
、
之
を
先
き
の
『
女
大
皐
』
の
思
想
に
比
す
れ
ば
如
何
。

其
男
女
交
際
の

蹟
張
、
親
子
別
居
論
、
翼
姑
に
劃
す
る
敬
遠
法
、
夫
婦
鈎
等
、
再
嫁
是
認
の
如
き
、
何
れ
も
大
に
従
来
の
も
の
と
背
馳
し
た

る
思
想
に
し
て
、
在
来
の
世
教
習
慣
に
向
つ
て
は
方
に
一
大
打
撃
た
る
を
失
は
ず
。
要
す
る
に
此
教
僚
は
、
夫
婦
は
契
約
K

よ
り
て
生
じ
た
る
権
利
を
以
て
出
事
鈎
等
た
り
と
の
根
本
主
義
の
上
に
立
て
た
る
議
論
に
し
て
、

一耐
伴
氏
は
之
を
以
て
現
代



装
組
日
数
的

婦
人
観

い
川
等
教
育

の
必
須

伝子数:Ti

女
子
教
育
の
指
針
を
定
め
ん
と
し
た
る
も
の
な
り
。
さ
れ
ど
此
等
を
訓
戒
の
理
想
と
し
て
は
、
向
ほ
機
罵
た
ら
ざ
る
も
の
な

き
乎
、
又
親
子
別
居
論
の
如
き
、
今
日
と
雌
我
枇
命
日
の
現
欺
に
顧
み
て
、
満
天
下
の
家
庭
に
於
て
賀
行
せ
ら
る
L

や
如
何
、

な
ほ
議
す
べ
き
も
の
な
き
に
あ
ら
ず
と
隊
、
兎
に
角
此
等
の
教
僚
が
一
方
に
於
け
る
女
子
教
育
界
の
思
潮
を
代
表
す
る
と
同

時
に
、
男
子
の
反
省
を
促
し
、
婦
人
の
地
位
を
高
く
す
る
に
於
て
は
、
出
慨
に
有
力
な
り
し
を
信
ず
。
然
れ
ど
も
此
と
て
も
向

ほ
主
と
し
て
親
子
夫
妻
の
間
K
就
い
て
、
葡
思
想
を
排
し
て
新
思
想
を
鼓
吹
せ
し
の
み
。
そ
の
他
幾
多
の
女
子
教
育
問
題
は

残
れ
り
。
就
中
基
督
教
的
婦
人
を
養
成
せ
ん
と
す
る
宣
教
師
妖
女
翠
校
の
理
想
な
り
と
す
。
此
基
督
教
的
婦
人
と
云
へ
る
理

想
の
内
に
は
、
確
乎
た
る
敬
一脚
の
念
を
始
め
、
種
々
の
長
所
あ
る
に
も
拘
は
ら
ず
、
首
事
者
た
る
も
の
が
我
閣
の
賓
欣
に
通

ぜ
ざ
る
が
篤
、
我
邦
婦
人
を
し
て
直
に
敵
米
の
婦
人
た
ら
し
め
ん
と
し
、
我
枇
命
聞
と
相
容
れ
ざ
る
所
あ
る
洋
化
主
義
教
育
た

る
を
克
れ
ず
。
親
近
に
及
び
、
多
少
基
督
教
女
母
校
が
我
国
情
と
相
融
和
す
る
の
徴
候
を
示
す
に
至
り
た
る
は
、
賀
す
べ
き

ζ

と
な
り
と
雄
、
向
ほ
主
客
本
末
を
轄
倒
し
た
る
教
育
主
義
と
云
は
さ
る
べ
か
ら
ず
、
何
と
な
れ
ば
白
園
の
教
育
な
る
も
の

は
、
決
し
て
他
国
の
臆
史
風
習
の
そ
れ
に
あ
ら
ず
し
て
、
必
ず
や
自
閣
の
質
的
を
基
伐
と
せ
ざ
る
べ
か
ら
さ
れ
ば
な
り
。
女

子
高
等
教
育
に
闘
し
て
は
、
従
来
頻
に
そ
の
不
必
要
な
る
を
唱
道
し
て
、
女

f
の
脳
力
は
到
底
高
等
な
る
教
育
に
地
ふ
る
能

は
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
却
っ
て
其
が
篤
に
其
身
心
を
消
耗
し
、
且
つ
女
徳
を
害
す
る
も
の
と
せ
り
。
是
れ
質
は
維
新
以
来
必

西
思
想
の
頻
に
侵
入
す
る
K
あ
ひ
て
、
在
来
女
子
の
賓
力
K
顧
み
ず
、
俄
に
高
向
な
る
皐
術
を
強
ひ
て
、
効
果
を
得
ざ
り
し

反
動
と
し
て
起
り
た
る
論
な
れ
ば
、

一
時
は
斯
か
る
議
論
が
殆
ど
一位命
回
の
輿
論
を
喚
起
し
た
り
し
も
亦
宜
な
り
。
然
れ
ど
も

と
れ
哲
来
の
我
園
女
子
の
高
等
教
育
の

-K歴
に
附
…
し
で
も
、
今
日
の
駄
米
諸
国
の
成
績
に
徴
し
て
も
、
決
し
て
延
ふ
る
に
足

ら
さ
る
べ
く
、
現
今
我
圏
一
似
合
の
大
勢
は
円
に
盆
々
女
子
の
高
等
諸
教
育
の
必
要
を
一安
求
し
つ
土
の
り
。
然
ら
ば
今
日
は
其
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普
通
教
育
に
せ
よ
、
其
高
等
教
育
に
せ
よ
、
何
れ
も
我
邦
の
女
チ
を
し
て
心
身
を
闘
満
に
開
展
せ
し
め
て
、
高
向
な
る
品



五
円
人
の
H
H

任

格
、
調
立
の
識
見
を
作
ら
し
め
、
従
っ
て
女
子
が
必
然
の
天
職
た
る
賢
母
、
良
妻
と
し
て
、
知
徳
間
の
三
育
を
健
全
K
護
達
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し
、
能
ふ
へ
く
ん
、
は
、
傍
ら
一遜
九
回
回
の
整
能
を
備
へ
て
猫
立
自
活
の
力
量
を
貯
へ
、
向
ほ
進
ん
で
は
我
園
家
枇
曾
の

一
員
と
し

て
、
本
邦
婦
女
の
特
性
を
援
問
押
し
、
園
家
の
控
達
、
人
類
の
進
歩
を
助
成
す
る
の
一
大
覚
悟
を
有
せ
し
め
ざ
る
可
か
ら
ず
。

さ
ら
ば
斯
か
る
際
に
嘗
り
て
、
女
子
に
確
固
た
る
精
一
柳
と
、
熱
烈
な
る
気
慨
な
く
し
て
、
何
ぞ
其
任
に
堪
ふ
る
を
得
ん
や
。

顧
み
れ
ば
上
下
三
千
載
、
能
く
外
園
稔
人
の
文
明
を
阻
暢
し
て
、
其
特
性
を
護
衛
し
た
り
し
女
性
は
、
今
や
文
泰
西
の
文

明
を
同
化
し
て
、
日
本
婦
人
の
精
華
を
護
揚
し
、
躍
に
内
地
に
於
て
の
み
な
ら
ず
、
遥
か
に
波
を
蹴
っ
て
海
外
に
護
展
し
、

或
は
遅
綜
王
室
よ
り
、
或
は
西
蔵
王
族
よ
り
、
或
は
支
那
皇
族
よ
り
招
酬
明
せ
ら
れ
て
、

一
意
力
を
其
閣
の
女
子
教
育
の
篤
に

識
し
、
又
我
邦
に
来
翠
す
る
東
洋
諸
国
の
女
性
は
日
に
月
に
其
数
を
檎
加
し
、
将
に
我
邦
の
女
流
は
東
洋
女
性
の
中
心
と
し

て
、
世
界
の
舞
蓋
に
活
躍
す
る
に
至
ら
ん
と
す
。

而
し
て
其
能
く
此
に
至
れ
る
も
の
、
欧
米
の
文
明
に
負
ふ
所
少
か
ら
ず
と

雄
、
亦
我
邦
婦
人
に
偉
大
の
護
展
を
な
し
得
る
の
素
質
あ
る
に
因
る
を
思
へ
ば
、
予
輩
は
園
民
と
共
に
之
を
感
謝
す
る
と
同

時
に
、
予
輩
女
子
教
育
に
従
事
す
る
者
は、

全
園
の
同
胞
姉
妹
と
共
に
、
今
後
盆
々
其
責
任
の
重
き
を
感
ぜ
ず
ん
ば
あ
ら

ず
。
然
ら
は
吾
人
が
婦
女
教
育
の
道
に
於
て
如
上
の
主
義
方
針
を
確
{
寸
し
、
之
が
教
育
法
を
設
定
貫
施
す
る
に
世
田
り
、
{
梧
森

の
問
自
ら
も
忘
れ
ざ
る
べ
く
、
叉
一
般
教
へ
子
に
も
遵
奉
せ
し
む
べ
き
道
は
如
何
。
他
な
し
、
明
治
二
十
三
年
庚
く
臣
民
K

下
し
賜
ひ
し
教
育
勅
語
是
れ
な
り
。
加
ふ
る
に
叡
明
仁
怒
に
渡
ら
せ
給
ふ
園
母
陛
下
の
常
に
公
私
の
差
別
な
く
、
女
子
教
育

の
上
に
深
き
御
心
を
寄
せ
さ
せ
給
ふ
御
庇
護
の
下
に
、
日
本
婦
人
た
る
も
の
は
吾
も
人
も
相
公
十
ゐ
て
、

誓
っ
て
枇
曾
閤
家
の

潟
、
将
た
世
界
人
道
の
篤
貢
献
せ
ず
し
て
止
む
べ
け
ん
や
。

(「開
園
五
十
年
史
」
上
谷
)
明
治
四
十
年
十
二
月
出
版


